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と
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見
え
な
い
や
さ
し
さ

青
木
中
央
小
学
校

五
年

上
野

愛
依

み
な
さ
ん
は
、
人
の
た
め
に
行
動
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

すか？わたしは、

あ
ま
り
ありませんでした。でも、

小
学
校
四
年
生
の
秋、

こんなことがありました。

そ
の
日
は、

母
と
姉
と
公
園
で
遊
んでいました。す

るとそこに、

町
内
会
の
お
じ
さ
ん
が
大
き
く
な
り
す
ぎ

た
木
の
え
だ
を
切
っていました。

そのおじさんは、

通
学
路
で
子
ど
も
達
が
安
全
に
わ

た
れ
る
よ
う
交
通
整
備
をしてくれたり、わたしが

小

学
校
一
年
生
のころ、

小
学
校
の
授
業
で
昔
の
遊
び
を
教

え
て
く
れ
た
人
でした。

「その

切
ったえだはどうするんですか

と
た
ず
ね
る
と

「切

ったえだはひもで

結
ん
で
ゴ
ミ
の
日
に
出
す
ん
だ

よ。

細
い
え
だ
は
風
が
ふ
い
て
折
れて、

子
ど
も
達
が
ケ

ガ
を
す
る
と
あ
ぶ
な
い
の
で
切
ってしまうんだよ

と
や
さ
し
く
教
えてくれました

わたしは、

公
園
を
い
つ
も
同
じ
だ
と
思
っていたの

でおどろきました。 「これ、

全
部
一
人
で
集
めるんですか？」

と
聞
く
と

「後

か
ら
来
る
け
ど
今
は
一
人
なんだ」

と
答
えてくれました。

い

つ

も
お

じ

さ

ん

は

季

節
が

変

わ

る

ご

と

に
わ

た

し

達
を
思
って

し
て
くださっているとわたしは

思
い、

「だったらわたし

達
が
手
伝
います。

一
人
で
や
る
と

夕
方
いっぱいかかると

思
うので」

と
言
って、わたし

達
は
手
伝
いました。

実
さ
い
に
お
手
伝
いをすると、かがんでえだを

集

めるのでこしや、

足
がいたくなりました。おじさ

んは、「

大
じょうぶ」と

気
づかってく

れ
たり「あり

がとう」

と
何
度
も
言
ってくれました。その

後、町

内
会
の
人
や
お
じ
さ
ん
の
お
く
さ
ん
が
来
て、わたし

達

が
手
伝
ったことをほめてくれました

そして、

春
に
な
る
と
公
園
の
花
を
植
えかえたり、

時
々
町
内
会
の
人
達
で
ゴ
ミ
ひ
ろ
い
を
し
て
い
る
こ
と
を

教
えてくれました。 そ

の
こ
と
を
聞
いて、みんなが

気
付
か
な
い
と
こ
ろ

で、みんなのた

人
が
い

る
事
を
わ
す
れ
な
い
で
い
よ
う
と
思
いました。
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そ
し
て、

公
園
を
こ
れ
か
ら
も
キ
レ
イ
に、

大
切
に
使

っていきたいと

思
いました。

それまでわたしは、

人
の
た
め
に
行
動
し
た
こ
と
が

あまりありませんでしたが、ほめてもらった

時
は

少
し、

照
れくさかったけれど、とてもすがすがし

い
気
持
ちになりました。これからは、

人
に
気
づ
か

れ
な
い
事
で
も
自
分
か
ら
進
ん
で
行
動
し
て
い
き
た
い
で

す。

- 3 -



諦
め
る
こ
と
な
ん
て
何
一
つ
な
い

南
中
学
校

三
年

森
口

尚
吾

私

は

小

五

の

春

休

み

に

白

い

壁

に

囲

ま

れ

た

部

屋

に

入
院
していた。「

左
大
腿
骨
頭
す
べ
り
症」

と
い
う
難
病

だった。すぐに

入院、手術

となった。

手
術
後
は、

松
葉
杖
で
四
か
月
過
ごし、

一
年
以
上
運
動
す
る
こ
と
を

禁
止
された。

病
気
に
な
る
以前、私

は
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
の
育
成
コー

ス
で
週
に
五
日
テ
ニ
ス
をしていた。

プ
ロ
テ
ニ
ス
プ
レ

イヤー

を
目
指
していた。

練
習
は
と
て
も
厳
しかった

が、とても

楽
しかった。

毎
日
夜
遅
く
ま
で
黄
色
い
ボ

ール

を
追
いかけていた。

病
気
にならなかったら、

硬
式
テ
ニ
ス
部
の
あ
る
中

学
に
行
きたかった。でも、

中
学
入
学
時
は
病
気
が
完

治
するかわからず、

硬
式
テ
ニ
ス
部
の
な
い
南
中
に
入

学
した。

私
は、

囲
碁
将
棋
部
に
入
りながら、

塾
に
通

い、

少
し
ず
つ
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
で
の
練
習
を
再
開
した。

病
気
が
再
発
す
る
可
能
性
もあった。でも

諦
め
た
く
な

かった。

勉
強
も、

テ
ニ
ス
も、

私
の
未
来
を
全
て
諦
め

たくなかった。

好
き
な
こ
と
を
続
け
た
かった。

中
二
の
時、

よ
う
や
く
テ
ニ
ス
の
試
合
が
で
き
る
程
度

に
体
力
が
回
復
してきた。その

時
に
書
いた「

県
大
会

出場」

の
七
夕
の
短
冊
は
ま
だ
部
屋
の
壁
に
貼
ってある。

シ
ン
グ
ル
ス
は
強
敵
ぞ
ろ
い
で
県
大
会
出
場
は
難
しいが、

ダ
ブ
ル
ス
な
ら
県
大
会
に
行
け
る
可
能
性
がある。

ダ
ブ

ル
ス
で
県
大
会
に
行
きたい。

夏
休
み
に
偶
然
テ
ニ
ス
の

試
合
で
同
じ
学
校
の
後
輩
を
見
か
け
て
ダ
ブ
ル
ス
に
誘
っ

た。

学
年
も、

所
属
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
も
違
う
後
輩
と
の
ダ

ブ
ル
ス
練
習
はなかなかできず、

中
学
の
テニスコー

ト
を
借
り
て
二
人
で
朝
練
をした。その

結果、秋

の
新

人
戦
で
県
大
会
三
位
になった。

来
年
は
関
東
大
会
出
場

だ。

未
来
が
急
に
広
がった

気
がした。

そして、

中
三
になり、いよいよ

最
後
の
学
総
が
始

まった。ところが、お

互
い
忙
し
く
ダ
ブ
ル
ス
練
習
が

不
足
し
て
い
た
私
たちは、

地
区
大
会
で
意
思
疎
通
が
で

き
ず
結
果
が
出
なかった。なんとか

行
け
た
県
大
会
も、

準
々
決
勝
で
負
けてしまう。まだ

順
位
決
定
戦
があっ

たが、

私
は
勝
て
る
気
がしなかった。ただ

ダ
ブ
ル

ス
の
パートナー

の
後
輩
は
諦
めていなかった。

彼
の

諦
め
な
い
強
い
気
持
ち
を
聞
き、

私
は
戦
う
覚
悟
が
で
き

た。

気
持
ち
が
一
つになった

私
た
ち
は
圧
勝
し、

関
東

- 4 -



大
会
の
出
場
を
勝
ち
取
った。ようやくたどり

着
い
た

関
東
大
会
は、

県
大
会
と
は
全
く
違
う
世
界
だった。

対
戦
相
手
の
掛
け
声、連携

し
た
動
き
の
す
べ
て
が
強
そ

う
に
見
えた。これが

関
東
大
会
なんだ。

大
舞
台
の
空

気
は
私
た
ち
二
人
を
委
縮
させた。

得
意
の
サーブ

も、

連
携
も
、
何
もかもうまくいかなかった。

自
分
た
ち

ら
し
い
プレー

はさせてもらえなかった。

私
た
ち
は

一
回
戦
で
完
敗
した。

悔
しかった。

関
東
大
会
に
出
場

するだけでうれしかった

気
持
ち
が
ど
こ
か
に
吹
っ
飛

んでいた。まだ

次
が
あ
る
。そう

思
えた。

今、私

は
思
う。

諦
め
る
こ
と
な
ん
て
何
一
つない。

願
ったことが

全
然
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
私
は
知
っ

ている。むしろ、うまくいかないこと

ら
け
だ。

頑
張
っても、

頑
張
っても

、
思
い
通
り
に
は
ならず、

何
度
も
負
けてきた。

諦
めそうになってきたとき、

家族、友達、

コーチ、

学
校
の
先
生
に
正
直
に
話
を
し

た。きっと

自
分
だ
け
で
考
えていたら、

諦
め
る
道
し

かなかったかもしれない

相
談
して、み

ん
な
に
助
けられた。

県
大
会
で
は
教
頭
先
生
に
駆
け
つ

け
て
も
ら
い
試
合
にでることができ

方
々
に
助
け
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
関
東
大
会
に
出
場
できた。

み
ん
な
に
は
本
当
に
感
謝
してもしき

四年前、病院

の
ベッド

の
上
で
今
の
自
分
の
姿
を
想

像
することはできなかった。あの

時、諦

め
て
い
た

ら
今
の
私
はいない。うまくいかないことばかりで

も、

諦
め
ず
に
少
し
ず
つ
積
み
重
ね、みんなに

助
け
ら

れてここまできた。

諦
め
る
こ
と
は
簡
単
だ
と
思
う。

でも、

私
は
テ
ニ
ス
が
好
きだから、

好
き
な
こ
と
を
諦

めきれなかった。

諦
め
た
ら
そ
こ
で
終
わっていた。

諦
め
ず
に
一歩、二歩

と
歩
い
た
先
には、まだ

続
き
が

あった。

関
東
大
会
の
青
く
広
い
空
を
私
は
忘
れない。

私
は
今
伝
えたい。

諦
め
る
こ
と
な
ん
て
何
一
つない。

諦
め
な
い
そ
の
先
を
歩
いていこう。
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人
を
笑
顔
に

青
木
中
央
小
学
校

五
年

早
川

颯
人

ぼ
く
の
住
ん
で
い
る
マンション

に、かいごで

デ
イ

サービス

に
通
うおじいさんと、

デ
イ
サービス

の
お

む
か
え
の
車
ま
で
お
見
送
り
を
す
る
お
ば
あ
さ
ん
が
住
ん

でいます。ぼくが

習
い
事
や
買
い
物
や
遊
び
に
行
く
時

に
た
ま
に
下
の
通
路
で
会
うので、「おはようございま

す」「こんにちは」「こんばんは」とあいさつ ていました。その

時
におじいさんはぼくに、

大
き

くなったね、

今
日
は
寒
いね、

元
気
だ
ね
、
と
笑
顔
で

話
しかけてくれました。

今
年
になり、しばらくし

て
か
ら
お
ば
あ
さ
ん
に
会
った

時
に
お
じ
い
さ
ん
が
亡
く

なった

事
を
聞
き、おばあさんが

「おじいさんはにんちしょ

色
々
な
事
を
わ
す
れ

ていってしまうけど、あ

事
は
下
で
会
え

る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
よ
く
話
していたのよ。

本
当
にありがとうね。

と
言
われ、お

母
さ
ん
と
ぼ
く
は
あ
た
り
前
に
す
る
あ
い

さ
つ
が
人
を
元
気
にしたり、

笑
顔
にしたり、

ん
で
も
ら
え
た
り
す
る
事
を
知
って、ただ

人
と
か
わ
す

あ
い
さ
つ
だ
と
思
っていたけど

人
と
の
つ
な
が
り
を
作

ったり、

人
の
心
も
自
分
の
心
も
温
か
く
す
る
言
葉
だ
と

思
いました。それからしばらくして、おばあさんと

道
で
会
い

ました。またおばあさんが

話
しかけてくれて、

「私

は
今、

にんちしょうのお

年
よ
り
を
か
い
ご
す
る

人
た
ち
の
相
談
にのったり、

講
演
会
で
話
し
を
し
た
り

す
る
仕
事
をしているのだけれど、あなたたちとあ

い
さ
つ
の
時
に
お
話
し
を
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た

お
じ
い
さ
ん
と
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
を
し
て
答
え
て
く
れ
た

あ
な
た
た
ち
の
話
し
を
す
る
事
になったのよ。」

と
言
ってもらえて、とてもうれしい

気
持
ちでいっ

ぱいになりました。

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
お
母
さ
ん
や
お

父
さんに、あいさつだけは

大
き
な
声
で
み
ず
か
ら
す

る
ん
だ
よ
と
口
う
る
さ
く
言
われてきましたが、それ

が
な
ぜ
大
事
な
の
か
分
か
る
気
がしました。あたり

前

な
事
が
で
き
な
い
時
や、できない

人
も
い
た
り
し
ま
す

が、

小
さ
な
事
で
も
人
を
笑
顔
に
し
た
り
元
気
づ
け
た
り

人
の
た
め
に
な
る
事
があって、それが

自
分
に
大
き
な

よろこびになっ

思
いました。

人

の
ためになる

来
の
夢
は
ま
だ
わ
か
り
ま
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せんが、

人
を
笑
顔
に
出
来
る
よ
う
な
人
間
に
な
り
た
い

です。そしてしょう

来
は、

人
を
笑
顔
に
す
る
仕
事
が

出
来
たらいいなぁと

思
います。

今
は、おじいさん

が
亡
くなって

一
人
になってしまったおばあさんが

少
しでもさみしくないように、

会
ったら

笑
顔
で
あ

い
さ
つ
を
し
て
お
話
しをしたり、お

花
が
好
き
な
よ
う

な
の
で
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
か
な
と
考
えています。

初
め
は
見
知
ら
ぬ
人
だったけどあいさつがきっかけ

で、

笑
顔
になってほしいと

思
う
人
になりました。

こ
れ
が
人
のためになっているといいなぁと

思
い
ま

した。
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班
長
と
し
て
の
行
動

青
木
中
央
小
学
校

六
年

青
田

唄

私
は
、
今、通学班

の
班
長
をしています。

私
の
班

は、

四
年
生
が
一人、三年生

が
一人、一年生

が
三
人

います。

私
は、

六
年
生
になって、

初
め
て
班
長
に
な

りました。

今
ま
で
私
の
班
に
は
一
年
生
が
一
人
以
上
入

ってきたことがありません

。
ですが、

今
年
に
限
っ

て
三
人
の
一
年
生
が
入
ってくるなんて、おどろきま

した。

私
は、

班
長
として、

三
人
の
一
年
生
の
面
倒
を

見
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
と
不
安
になりました。

集
合
場
所
か
ら
学
校
ま
で
約
十
分
かかります。

十
分

の
間、何事

も
な
く
安
全
に
学
校
に
行
け
る
だ
ろ
う
か
と

心
配
になりました。

初
め
て
一
年
生
三
人
を
連
れ
て
登

校
したときには、

二
十
分
かかって

しまいました。

なぜなら、

私
が
考
え
て
い
た
よ
り
も
一
年
生
の
歩
く
ス

ピード

が、ゆっくりだった

で
は、

八
時
ま
で
に
到
着
で
き
な
い
と
思
った

私
は、

集
合
時
間

を
早
めることにしま

集
合
時
間
を
早
めよう」

と、みんな

伝
え
るとき、

相
手
に
気
持
ち
よ
く
伝
わ

るように、

相
手
が
理
解
で
き
る
よ
う
な
優
し
い
言
い
方

をしました。それを

聞
いたみんなは、

笑
顔
で
賛
成

してくれました。
八
時
前
に
登
校
できるようになってくると、

一
年

生
の
三
人
の
中
で
一
番
先
頭
になりたいと、

言
い
出
す

ようになりました。

最
初
は、

一
年
生
に
や
り
方
を
任

せていました。じゃんけんをしたり、

早
く
集
合
し

た
順
にしたりしていました。よく

見
ていると、

平

等
な
や
り
方
で
は
な
い
な
と
感
じ、みんなが

平
等
に
先

頭
に
な
れ
る
よ
う
な
案
を
考
えました。

考
え
た
案
を
提

案
してみると、みんなが

納
得
し
て
受
け
入
れ
て
く
れ

ました。みんなが

楽
し
く
登
校
で
き
る
よ
う
な
案
を
考

えることができてよかったと

思
いました。

毎
日
登
校
していると、ときには

注
意
を
し
な
け
れ

ばならないこともあります。

特
に、

危
な
い
な
と
感

じたときには、

少
し
強
め
に
注
意
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す。

一
年
生
か
ら
見
た
六
年
生
は、

大
き
く
怖
い
存
在
か

もしれません。けれども

言
わ
な
け
れ
ば
伝
わ
ら
な

いので、

注
意
さ
れ
た
こ
と
が
き
ち
ん
と
伝
わ
る
よ
う
に

分
か
り
や
す
い
言
葉
で
言
う
よ
う
に
心
がけました。

私
は、

通
学
班
の
班
長
を
通
して、

様
々
な
こ
と
を
経

験
し、

学
びました。

今
ま
で
あ
ま
り
気
に
し
て
い
な
か
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ったことにも

気
づきました。

通
学
路
には、じゃん

け
ん
お
じ
さ
ん
や
立
しょう

当
番
な
ど
の
保
護
者
の
方々、

地
域
の
方
々
が
協
力
しているからこそ、

私
達
は、

安

全
に
登
校
できていると、

感
じました。こらからも、

そ
の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
班
長
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す。
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夢
をかなえるために、

今
し
て
い
る
こ
と

辻
小
学
校

六
年

山
本

美
紅

私
のしょう

来
の
夢
は
、
農
業
関
係
者
に
な
る
こ
と
で

す。

具
体
的
には、

野
菜
な
ど
の
品
種
改
良
に
た
ず
さ
わ

る
仕
事
を
し
た
い
と
考
えています。

私
が
こ
の
仕
事
を
し
た
い
と
思
ったきっかけは、

祖

父
でした。

私
の
祖
父
は、しゅみで

農
業
を
し
て
い
ま

した。

様
々
な
野
菜
を
育
てていて、

私
もたまにしゅ

う
か
く
な
ど
の
手
伝
いに、

畑
に
遊
び
に
行
っていまし

た。

何
度
かしゅうかくの

手
伝
いをしているうちに、

農
業
に
興
味
を
持
つようになりました。

高
学
年
に
な

ってからは、しょう

来、農業関係者

に
な
り
た
い
と

はっきり

思
うようになり、

自
分
が
興
味
を
持
ったこ

とは、すぐに

調
べるようにしていました。

しかし、

様
々
な
こ
と
を
学
んでいるうちに、

自
分

は
農
家
になって、いったい

何
を
し
た
い
の
か
考
え
る

ようになりました

思
った

のは、ただ

農
家
になりたいので

何
か
新
し
い
物
を
作
っ

て
みたいので

私
は、ただの

農
家
ではなく、

品
質
改
良
に
た
ず
さ
わ

る
人
になりたいという、

具
体
的
な
夢
を
い
だ
く
よ
う

になりました。
そ
し
て
今
私
は、その

夢
を
か
な
え
る
た
め
に
が
ん
ば

っていることがあります。それは、

中
学
受
験
です。

私
が
め
ざ
し
て
い
る
学
校
は、

理
科
に
力
を
入
れ
て
い
る

学
校
です。

自
分
の
夢
を
か
な
え
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ

ば
良
いかなやんでいるときに、この

学
校
を
見
つけ、

こ
こ
に
入
って

勉
強
し
た
い
と
思
うようになりました。

しかし、

実
際
に
勉
強
を
始
めてみると、

思
っ
た
以
上

に
大
変
で、やめたいと

思
う
こ
と
も
何
度
も
あ
り
ま
し

た。そんなときは、

リラックス

しながら、

受
験
に

受
かったらやりたいことや、

夢
を
か
な
え
て
い
る
自

分
の
姿
を
想
像
して、がんばりました。そのおかげ

で、

始
め
は
と
て
も
低
かった

合
格
率
を
八
十
パーセン

ト
以
上
に
ま
で
上
げることができました。

それから、

夢
をかなえるためにやってい

が、もう

一
つあります。

今
は
祖
父
が
亡
くなってし

まっているため、

祖
父
と
畑
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん。それでも、

家
の
庭
で
野
菜
を
育
てて、

様
々
な
観

察
をしています。

野
菜
を
育
て
て
い
る
う

ちに、

新
し
い
知
識
が
ど
ん
ど
ん
身
についてい

夢
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に
少
し
ず
つ
近
づ
い
て
い
る
の
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
な

りました。
自
分
の
な
り
た
い
仕
事
につくことは、

簡
単
な
こ
と

で
は
な
い
と
思
います。それでも、

苦
し
く
て
も
努
力

して、

夢
を
持
ち
続
けることで、

夢
を
か
な
え
る
こ
と

が
で
き
る
と
考
えています。そのことを

信
じて、

後

か
い
の
な
い
よ
う
努
力
し、

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
す

る、

明
る
い
人
生
にしていきたいです。
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「栄光

の
扉」

南
中
学
校

三
年

山
本

侑
茉

一
年
前
のこと。

女
子
は
フリーリレー

で
関
東
大
会

目
指
そ
う
！
と
部
の
ミーティング

で、

話
があった。

顧
問
の
先
生
と
各
自
目
標
タ
イ
ム
を
決
めたが、それは

当
時
の
私
の
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
よ
り
も
七
秒
も
早
いもの。

そ
れ
が
私
だけではなく、

メンバー

み
ん
な
が
大
幅
に

タ
イ
ム
を
伸
ば
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
目
標
だった。

関

東
大
会
へ
の
高
す
ぎ
る
ハードル

を
感
じた。

私

は

一～二年

の

一

年

間
で

二

秒

く

ら

い

し
か

タ

イ

ム
が
伸
びてない。

正直、厳

しい。

メンバー

四
人
中

三
人
は
競
泳
は
中
学
の
部
活
か
ら
の
スタート

だ。

日
々

地
道
に
練
習
をした。

初
め
て
県
合
宿
に
参
加
さ
せ
て
も

らった。

想
像
を
超
え
る
練
習
量
だった。

一
日
七
〇
〇

〇
メートル

を
一
日
に
二
回
と
泳
い
だ
こ
と
な
い
距
離
だ

った。

県
で
上
位
の
選
手
の
努
力
を
実
感
した。ついて

いけない、

無
理
だ
と
思
ったけど、

自
分
の
で
き
る
限

りのことをした

先
生
の
励
ま
し
や
周
り
の
選
手
た
ち

の
努
力
を
見
て
頑
張
らなきゃと

思
った。

シーズン

が
始
まると、

部
員
の
み
ん
な
の
タ
イ
ム
が

少
し
ず
つ
伸
びてきて、

リレーメンバー

も
激
化
した。

「負

けないから！」と

言
い
合
って

チーム

内
で
の
競

争
も
始
まった。

私
は
リレーメンバー

ほ
ぼ
確
定
し
て

いたが、

頑
張
ら
な
い
と
負
け
そ
う
と
す
ら
思
う
ほ
ど
み

ん
な
一
生
懸
命
で
い
い
刺
激
を
受
けた。

水
泳
は
個
人
ス

ポーツ

だけど、みんなで

頑
張
っていると

実
感
し
た

の
は
こ
の
頃
からだ。

県
学
総
の
予選。最後

か
ら
二
番
目
の
組。一泳

を
任

された。

周
り
の
人
た
ち
は
速
い
人
ばかりだ。

先
生
か

ら
は
沢
山
の
ア
ド
バ
イ
ス
をもらっていた。その

中
で

も
私
が
一
番
好
き
だ
った

言
葉
は「

楽
しんで！」だっ

た。

実際、

レース

で
楽
し
め
る
余
裕
な
ん
て
ない。だ

け
ど
そ
の
言
葉
は
緊
張
を
ほ
ぐ
し
て
く
れ
て
テンション

を
上
げ
て
く
る
魔
法
の
言
葉
だった。

私
は
レース

前
そ

の
言
葉
を
聞
いて「

最
高
に
楽
しんでやる！」と

強
く

思
い
や
る
気
が
溢
れ
出
た。

十
位
以
内
だ
と
決
勝
に
進
め

る。

気
合
十
分
だ。

リレーメンバー

と
も
決
勝
に
行
こ

う
と
声
を
掛
け
合
った。

レース

で
は
三
人
が
ベストタイム。

全
体
で
も
最
高

の
タ
イ
ム
だった。

ベ
ス
ト
は
尽
くした。

あ
と
は
最
終

組
の
レース

で
二
チーム

よ
り
速
い
か
ど
う
か
で
決
勝
に
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行
け
る
か
が
決
まる。

リレーメンバー

と
先
生
と
一
緒

に
最
終
組
の
レース

を
見
守
った。どの

チーム

も
速
い。

「どうかなー。」「いけるかなー。」

口
々
に
思
い
を
発

していた。「やったー！！！」

十
位
ぎ
り
ぎ
り
で
決
勝

に
残
った。

十
一
位
と
は
僅差。

な
ん
と
０
・
０
四
秒
差

だった。

リレー

は
個
人
の
タ
イ
ム
の
積
み
重
ねで、

個
々
に
タ

イ
ム
を
伸
ば
せ
ば
い
い
と
思
っていた。でも

今
は
違
う。

同
じ
目
標
をもった

仲
間
と
練
習
を
共
にし、いい

刺
激

を
受
けることでもっともっと

頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持

ちになれた。

私
た
ち
は
わ
か
り
や
す
く
言
葉
で
頑
張
ろ

う
と
は
レース

の
前
だ
け
言
い
合
い、

日
頃
は
環
境
や
雰

囲
気
で
意
思
疎
通
していた。

絆
が
で
き
た
と
い
う
言
葉

がぴったりだ。

翌
日
の
決
勝
では、

予
選
と
同
じ
く
十
位
だった。

全

国
大
会
出
場
チーム

を
除
く
上
位
三
チーム

が
関
東
大
会

に
出
場
できる。

私
た
ち
は
全
国
大
会
出
場
チーム

を
除

く
と
五
位
だった。あと

二
チーム

を
抜
か
す
こ
と
は
で

きなかった。

関
東
大
会
は
出
場
を
逃
したけど、

正
直

こ
こ
ま
で
近
づ
け
る
な
ん
て
一
年
前
の
私
は
想
像
も
し
て

いなかった。

部
活
を
通
じて、

努
力
す
る
辛
さ
か
ら
繋
がっている

楽
し
み
を
学
んだ。

目
標
達
成
はできなかったが、と

て
も
満
足
している。

先生、

リレーメンバー、

部
員

の
み
ん
な
と
の
絆
が
強
まっていい

チーム

が
で
き
た
と

自
信
をもって

言
えるからだ。

負
けてもいい。

負
け

た
も
の
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
ん
だ
と
知
った。

入

学
の
時
迷
っていた

部
活
選
び。

本
当
に
水
泳
部
に
入
部

してよかった。

最
後
に、くれは、みはる、にな、ななみ、はっ

ちゃん

一
緒
に
リレー

で
泳
げてよかった。

応
援
を
沢

山
し
て
く
れ
た
部
員
のみんな、たくさん

支
え
て
育
て

て
く
れ
た
梅内先生、本当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た。
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住
み
よ
い
街
に
す
る
た
め
に

川
口
市
立
高
等
学
校
付
属
中
学
校

三
年

齊
藤

杏

私
が
住
ん
で
い
る
埼
玉
県
川
口
市
は、

日
本
で
二
番
目

に
多
く
外
国
人
が
住
んでいます。

昨年、私

は
総
合
の

授
業
の
際
に
川
口
市
を
外
国
人
が
住
み
よ
い
街
に
す
る
た

めにどうすればよいか、という

研
究
テーマ

を
も
と

に
課
題
研
究
を
進
めていきました。

研
究
を
進
め
る
に

あたり、

川
口
市
の
外
国
人
に
対
す
る
政
策
の
現
状
を
知

りました。もちろん、

外
国
人
に
対
す
る
政
策
に
は
良

いものもありますが、まだまだ

住
み
よ
い
街
に
す
る

に
は
や
る
べ
き
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

した。しかし、

私
は
川
口
市
が
何
か
政
策
をとって

外

国
人
が
住
み
よ
く
す
る
以
上
に
私
た
ち
市
民
が
外
国
人
に

対
す
る
考
え
を
変
え
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ます。

川
口

市
民
の
中
に
は
外
国
人
に
対
す
る
偏
見
を
多
く
持
ってい

たり、

良
く
思
っていなかったり

人
が
い

るので、そのよ

人
が
変
わ
ら
な
い
と
解
決
し
て
い

か
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
います。

私
が
韓
国
に
旅
行
したとき、

地
下
鉄
で
問
題
が
起
き

てしまい、

改
札
を
通
ることができなってしまった

ことがありました。

韓
国
に
は
各
改
札
に
駅
員
が
お
ら

ず、

改
札
に
つ
い
て
い
る
ボ
タ
ン
を
押
し、

遠
隔
で
話
を

しなければいけないというものだったので、

韓
国

語
を
話
せ
な
い
私
たちにとって、とても

大
き
な
問
題

でした。そんな

時、一人

の
男
性
が

「大丈夫

ですか？」

と
声
をかけてくれました。

日
本
語
が
上
手
す
ぎ
て
始

め
は
日
本
人
か
と
思
ったけれど、

東
京
で
日
本
語
を
勉

強
し
た
と
い
う
韓
国
の
方
でした。その

方
は
駅
会
社
に

電
話
をかけてくださったり、

韓
国
語
を
日
本
語
に
通

訳
したりしてくれました。

男
性
に
感
謝
を
伝
え
る
と

「大丈夫

ですよ、

私
も
東
京
で
日
本
語
を
勉
強
し
て
い

た
と
き
に
た
く
さ
ん
の
日
本
の
方
に
助
け
て
も
ら
い
ま
し

たから。」と
言
っていました。

男
性
の
お
か
げ
で
私
た
ち
は
無
事

に
改
札
を
通
ることができ、

充
実
し
た
旅
行
を
す
る
こ

とができました。

こ
の
経
験
から、

私
は
人
の
や
さ
し
さ
は
世
界
を
超
え

て
人
を
つ
な
げ
る
の
だ
な
と
感
じました。

今
回
韓
国
で

助
け
て
く
れ
た
男
性
のように、

人
か
ら
恩
を
受
けたら、
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そ
れ
を
他
の
人
に
自
分
にしてもらったように

行
動
す

る、ということができたら

、
や
さ
し
さ
の
輪
が
広
が

る
の
で
は
な
い
か
と
思
います。

私
も
だ
れ
か
が
困
って

い
た
ら
勇
気
を
出
し
て
行
動
し
て
み
た
い
と
思
いました。

また、

国
籍
が
違
う
に
も
関
わらず、

困
っていた

私
た

ち
に
声
を
掛
け、

助
け
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
に
感
動
し

ました。

私
は
同
じ
日
本
の
人
でも、

人
を
助
け
る
と
い

う
行
動
をとれるかわからないので、

男
性
の
よ
う
に

ど
ん
な
人
で
も
困
っていたら

助
け
て
く
れ
る
人
は
す
ご

い
な
と
思
いました。このような

相
手
を
気
遣
う
行
動

をすると、それが

人
か
ら
人
へとつながっていく

良

い
連
鎖
が
国
境
を
越
え
て
起
こるので、

大
切
な
こ
と
だ

と
思
います。

しかし、

親
切
に
し
す
ぎ
る
の
は
返
って

良
く
な
い
こ

とにもなりうります。

何
で
も
か
ん
で
も
相
手
が
求
め

て
い
な
い
こ
と
ま
で
行
ってしまうと、その

人
の
た
め

にならず、

良
いことにはならないので、

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
います。

誰
にでもやさしくする

難
し
い
こ

と
だ
と
思
います。

それをしていくた

り
自
分
が
優
し
く
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
人
柄
に
な
る
べ

き
だ
と
思
います。

誰
か
に
親
切
にされたら

と
自
分
も
誰
か
に
親
切
に
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ

る
と
思
います。そうすることで、この

街
に
住
む
私

た
ち
は
外
国
人
と
の
関
係
が
良
くなっていくと

思
い
ま

す。「やさしさ」の

輪
が
広
がっていく

世
界
になって

い
け
た
ら
良
い
と
思
いました。
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「襷

と
絆」

川
口
市
立
高
等
学
校
付
属
中
学
校

三
年

中
野

優
志

前
走
者
が
近
づ
い
て
く
る
そ
の
光
景
に
、
す
べ
て
の
責

任
と、

皆
の
積
ん
だ
努
力
が
押
し
寄
せ
て
く
る
の
を
感
じ

た。

駅
伝
で
最
終
区
を
任
さ
れ
た
僕
は、とても

緊
張
す

る
と
同
時
に、

興
奮
していた。

私
た
ち
の
学
校
は
設
立
し
て
ま
だ
間
もない、

新
入
り

の
学
校
であった。

学
校
の
一
期
生
で
あ
る
私
た
ち
は
駅

伝
部
で
も
一
期
生
だった。

先
輩
が
い
な
い
中
で、

仲
間

と
一
緒
に
絶
え
間
な
い
練
習
を
重
ね、

励
ま
し
合
い、そ

し
て
競
い
合
ってきた。

駅
伝
と
い
う
競
技
は、

実
際
に

走
る
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
の
競
技
で
は
な
い
と
思
う。

「駅伝部」

と
い
う
言
葉
を
初
めてきたのは、

中
学

校
に
入
学
し
て
か
ら
数
か
月
経
った

頃。

テ
レ
ビ
な
ど
で

「駅伝」

と
い
う
も
の
を
見
聞
きしたことはあった

そ
の
裏
で「

駅伝部」

と
い
う
も
の
が
ど
の
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
る
の
か
全
く
知
らなかった。た

学
校
の

代
表
と
し
て
招
集
メンバー

の
中
に
自
分
の
名
前
が
あ
る

ことに、すこし

喜
び
を
感
じていた。

「どのようなことをするのだろう」 そ
ん
な
興
味
が
わ
く
中
で
迎
え
た
練
習
は
と
て
も
厳
し
い

ものであった。

長
距
離
は
足
を
絶
え
間
な
く
動
かし、

呼
吸
を
荒
く
し
な
が
ら
酸
素
を
取
り
入
れる。

当
た
り
前

だ
が
と
て
も
苦
しい。

軽
い
気
持
ち
で
入
部
し
た
自
分
を

恨
む
こともあった。それでもなお、

練
習
を
続
け
る

ことができたのは、

同
じ
目
標
を
持
った

切
磋
琢
磨
し

て
き
た
仲
間
がいたからだ。

顧
問
か
ら
活
動
中
に
常
に

言
われたことそれは、「

声
を
出
す」ことだ。どれだ

け
練
習
がきつくても、「

ファイト！」

と
声
を
出
す。

このたった

一
つ
の
声
が、

仲
間
そ
し
て
声
を
出
し
た
本

人
自
身
の
心
を
も
う
一
度
奮
い
立
たせ、

根
気
強
く
走
り

続
けさせる。

雰
囲
気
の
良
い
部
活
動
が
生
ま
れ
る
の
だ
。

そしてこれが「

仲
間
と
走
る」というものだと

感
じ

た。

駅
伝
と
い
う
競
技
は、

チーム

で
戦
う
も
の
で
は
あ

るけれど、

実
際
走
る
と
き
は
一
人
きり。だが、

練
習

での「

仲
間
と
走
る」というこ

と
が
大
き
な
役
割
を
果

た
す
の
だ
と
後
に
感
じた。

私

た

ち
が

走

る

駅

伝

は

中
学

校

駅

伝

大

会

と
呼

ば

れ

るもので、

男
子
は
一
区
か
ら
六
区
ま
で
の
六人。本番

を
走
るためには

選
ば
れ
し
六
人
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
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らない。だから、

メンバー

は
仲
間
であり、

ラ
イ
バ

ル
である。

駅伝部一年目、僕

は
補
欠
だった。とて

も
悔
し
い
思
い
で
会
場
に
向
かい、それでも

仲
間
が
走

るから、

と
に
か
く
応
援
した。

そして、

燃
え
尽
き
た

か
の
よ
う
に
力
を
出
し
切
った

仲
間
を
見
て、とても

感

化
された。二

年
目
、
よ
り
一
層
本
気
で
練
習
をした。

去
年
よ
り

も
自
分
を
追
い
込
み
な
が
ら
重
ね
た
練習。仲間

と
励
ま

し
合
って、

競
い
合
った。

そ
し
て
つ
か
ん
だ
本
メ
ン
バ

ー。僕

は
最
終
区
の
六
区
を
任
された。

初
め
て
つ
か
ん

だ、

本
番
走
れ
る
資格。

とてもうれしかった。

迎
え
た
本番、以前

の
喜
び
は
影
を
潜
め、

緊
張
で
こ

わばっていた。 「本当

に
走
り
切
れるんだろうか」

そ
ん
な
中
で
励
ましてくれたのは、

最
後
ま
で
競
い
合

い、

結
果
補
欠
になってしまった

仲
間
だ。

仲
間
の
た

め
に
も
絶
対
走
り
切
らなければならない。

中
継
所
で、

仲
間
を
待
つ。

緊
張
と
興
奮
の
中、襷

を
受
け
取
った。

「我

が
駅
伝
部
の
魂
こ
こ
に
あ
り
」

汗
が
に
じ
ん
だ
襷
には、この

襷
を
つ
な
い
だ
人
の
み
な

らず、

今
ま
で
練
習
し
て
き
た
駅
伝
部
メンバー

全
員
の

努
力
と
思
いがこもっ

絶
対
に

途
切
れさせてはいけない。それは

責
任
の
象
徴
で
あ

り、

孤
独
で
走
る
う
え
で
の
唯
一
の
励
まし、

支
え
で
あ

った。

一
人
で
走
っているわけではない。

皆
で
走
っ

てきた。その

熱
い
気
持
ち
が
絶
え
間
な
く
足
を
動
かし、

つらくなっても

決
してあきらめさせることなかっ

た。そして、

走
り
切
る
こ
と
が
で
き
た

絆
というものは、

時
に
責
任
や
勇
気
をもたらす。

仲
間
と
培
ったその

関
係
は
人
を
強
くし、

動
か
す
原
動

力
に
も
な
る
の
だ
と
学
んだ。そんな

絆
を
大
切
に
し
て

いきたい。
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おばあちゃんとの

約
束

上
青
木
小
学
校

六
年

制
野

莉
和

私
は、しょう

来
は
絶
対
看
護
師
に
な
る
と
決
め
て
い

ます。

私
が
看
護
師
に
な
る
と
心
にちかったのは、お

ばあちゃんが

亡
くなったことにあります。

なぜなら、

私
のおばあちゃんは、「

看護師」

だっ

たからです。おばあちゃんはがんの

病
気
で
亡
く
な

ってしまったのですが、

私
の
中
にもっとたくさん

の
知
識
があれば、おばあちゃんはもっと

少
し
で
も

長
生
き
で
き
た
の
で
は
な
い
の
か
な
な
どと、

思
ってし

まうことがたくさんありました。そ

看
護
師

になれば、

医
者
の
手
伝
い
か
ら
看
者
さ
ん
の
心
の
ケ
ア

ま
で
で
き
る
と
思
いました。おばあちゃんのあ

ついで「もっと

私
がちゃんとしていれば・・

と
思
うことのないよう、

思
わ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

にしたいです。
私
は、できることな

誰
一
人
病
気
に
な
ん
て
か

か
ら
な
い
で
、
全
員
が
幸
せ
に
暮
らす」そんなこ

望
んでいます

でも、そんな

で
き
る
だ
け
早
く
治
したり、

一
日
で
も
多
く、

幸
せ
だ

と
感
じ
ら
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っています。

おばあちゃんのおそうしきに

行
ったとき、

骨
に

なったおばあちゃんを

見
て、

私
は
大
号
泣
しました。

自
分
でもなぜだかわからなくて、こわくて

泣
い
て

いるのか、

悲
し
く
て
泣
いているのか、でも、そん

な
気
持
ち
の
入
り
混
じった

中、私

の
中
で
確
信
が
も
て

た
こ
と
が
一
つありました。それは、おばあちゃん

の
よ
う
な
一
人
一
人
に
気
を
く
ば
れ
る
人
に
な
る
こ
と
で

す。
私
は、ある

時
おばあちゃんに、

「病気

の
人
を
見
つけたら、どうする。」

と
聞
か
れ
、

「救急車

を
呼
ぶ。」

と
答
え
た
ら
、

「自分

で
少
し
で
も
わ
か
る
情
報
を
持
つこと。」

と
言
われました。このときのおば

強
い、

一
寸
の
く
る
い
も
な
い
目
を
覚
えています。そのとき

に
私
は、おばあちゃんの

誰
でも、

何
で
も

たのめるような、

任
せ
ら
れ
る
よ
う
な
人
に
な
り
た
い

と
思
い、それが「

看護師」

と
い
う
夢
に
つ
な
が
り
ま

した。
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だ
か
ら
私
は、あのときのおばあちゃんの

言
葉
を

わすれずに、

人
を
助
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思

います。

今
は
無
理
だ
け
れ
ど、いつか

私
も
お
ば
あ
ち

ゃんのような

人
になって、みんなを

助
けて、みん

な
か
ら
認
めてもらえる。そんな

人
になって、おば

あちゃんに「やったよ。」 と
言
いたいです。
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ど
ん
ど
ん
伝
わ
れ
ハッピーウイルス

戸
塚
東
小
学
校

六
年

大
谷

陽
琉

ぼ
く
た
ち
が
六
年
生
になり、

少
し
経
ったころ

先
生

がぼくたちに、 「今度、一年生

の
そ
う
じ
を
手
伝
ってくれる

人
は、

いますか。」と、

聞
いた。ぼくは

迷
うことなく、

手
をあげた。

近
く
の
友
達
も、

迷
わ
ず
手
を
あ
げ
て
い
た
の
で
一
緒
に

手
伝
うことになった。それが、ぼくたちと

一
年
生

の
出
会
うきっかけとなった。そうじを

手
伝
い
に
行

くようになって

一
年
生
の
顔
や
名
前
を
覚
えた。

一
年

生
は、ぼくのことを

覚
えてくれた。

仲
良
くなって

いき、ぼくたちは、

一
年
生
と
関
わ
る
機
会
が
増
え
て

いった。

休
み
時
間
に
外
で
遊
んだり、

話
したり、

困

っている

子
が
い
た
ら
手
助
けしたりした。

そうしているうちに

人
に
感
謝
さ
れ

る
こ
と
が
多
くなった。

一
年
生
は
も
ち
ろ
ん
先
生
や
一

年
生
の
子
の
お
母
さんたちからも

「遊

んでくれて

「毎日

お
世
話
してくれてありがとう。」と

言
わ
れ
る

ようになった。ぼくは

自
分
がやりたくてやってい

たことだからとてもびっくりした。でも、とても うれしかった。

そ

れ

を
ま

わ

り

の

先

生

や
ぼ

く

の

お

母

さ

ん
に

も

ほ

められるようになった。ぼくだけではなく

先
生
や

お
母
さ
ん
ま
で
う
れ
し
い
と
言
ってくれた。

知
ら
ず
知

らずのうちに、まわりの

人
を
喜
ば
せ
て
笑
顔
に
で
き

ていたんだ、と

気
がついてまたうれしくなった。

ぼくは、まわりをよく

見
て
人
のためにも、

自
分

の
た
め
に
も
な
る
行
動
を
と
る
こ
と
を
ふ
段
か
ら
心
掛
け

る
よ
う
に
し
て
い
こ
う
と
思
う。この

先
、中学生

に
な

って

後
は
い
が
出
来
た
時
にも、

一
年
生
と
の
関
わ
り
で

経
験
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
生
か
し
て
い
き
た
い

と
思
った

。

ぼ
く
が
今、一年生

に
や
さ
し
く
し
て
い
る
こ
と
で
そ

の
一
年
生
も
ま
た
下
の
学
年
にやさしくしたり、

六
年

生
になった

時
に
も
ぼ
く
た
ち
を
思
い
出
し
て
く
れ
た
ら

うれしい。こんな

風
に、だれかがだれか

い
気
持
ち
で
接
し
て
い
く
こ
と
が
と
て
も
大
切
な
ん
だ
と

思
う。いつも

ニ
コ
ニ
コ
していて、

幸
せ
を
ふ
り
ま
く

こ
と
を
ハッピーウ

と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
聞
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いたことがある。ぼくは、そんな

ハッピーウイル

ス
をふりまいていきたい。そして、まわりの

人
び

と
に
も
ハッピーウイルス

が
伝
わってたくさんの

人

が
幸
せ
な
気
持
ちになっていくことをぼくは、

願
う。
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「伝

わるよろこび、

伝
え
る
声」

戸
塚
東
小
学
校

六
年

川
本

武
蔵

ぼくは、

何
か
を
決
め
る
時、自分

か
ら
率
先
し
て
行

動
していませんでした。ですが、

高
学
年
に
な
る
に

つれ、

自
分
か
ら
行
動
するようになりました。だれ

か
が
や
る
ま
で
何
もしなかったり、だれかに

言
わ
れ

てやったりと、

言
わ
れ
た
ら
や
る
と
い
う
感
じでした。

や
り
た
い
気
持
ちがあっても、

他
に
や
り
た
い
人
が
い

れば、その

気
持
ちをあきらめたりもしていました。

でも、

六
年
生
になって

放
送
委
員
長
に
立
候
補
して、

多
数
決
でぼくが、みんなから

選
ば
れ
た
時、

「
が
ん
ば

らなくちゃいけない」と

心
の
中
の
や
る
気
スイッチ

が
入
ったのが、

自
分
で
も
分
かったような

気
が
し
ま

した。

なぜ、

放
送
委
員
長
に
な
ろ
う
と
思
ったかというと、

ぼ
く
が
五
年
生
の
時、

そ
の
当
時
の
委
員
長
さんが、み

ん
な
を
支
えていて、その

姿
にあこがれて、

自
分
も

支
え
ら
れ
る
人
に
な
り
た
い
と
思
ったからです。

て、その

教
え
を
引
きついで、

放
送
機
器
の
使
い
方
か

ら
声
の
出
し
方
まで、

自
分
の
経
験
を
生
かしながら、

相
手
の
立
場
になって

伝
え
る
よ
ろ
こ
び
を
初
め
て
体
験

しました。
今
までは、「ありがとう」を

伝
え
る
立
場
だった

自

分
が、

委
員
長
になって「ありがとう」

と
言
わ
れ
る

立
場
になりました。そこから、

見
え
る
世
界
が
変
わ

ったように、

自
分
か
ら
行
動
するようになったので

す。

放
送
委
員
長
として、

毎日、放送

を
気
に
か
け
る

ようになりました。

放
送
が
少
し
で
も
お
か
し
い
と
思

ったら、すぐに

放
送
室
に
か
け
つ
けました。

自
分
が

や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
責
任
感
が
芽
生
え
た
の

か
も
知
れません。

また、

放
送
か
ら
伝
わ
る
言
葉
は、

目
で
は
見
る
こ
と

が
出
来
ず、

声
で
し
か
届
け
る
こ
と
が
出
来
ません。だ

からこそ、その

時
そ
の
時
の
自
分
の
感
情
や
話
を
し
て

い
る
時
の
状況、気持

ち
の
変
化
で
伝
わ
り
方
は
違
って

きます。

声
の
出
し
方
で
も
変
わってくると

思
います。

話
し
方
の
語
尾
が
上
が
る
か
下
がるかでも、

伝
わ
り
方

は
変
わってくると

感
じました。ぼくは、

時

も
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
えるようにな今年、

コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
してなかっ

朝
の
放
送
が
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再
開
しました。

戸
塚
東
小
学
校
の
み
ん
な
が、

明
る
く

元
気
に
一
日
を
過
ごせるように、

放
送
委
員
全
員
で
気

持
ち
を
込
めて、

今
日
も、

放
送
し
た
い
と
思
います。

「今日

も
一日、明

る
く
元
気
に
過
ごしましょう。」
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あ
た
た
か
い
家
族

戸
塚
東
小
学
校

六
年

平
戸

心
彩

私
のしょう

来
の
夢
は
、
笑
顔
が
絶
え
な
い
あ
た
た
か

い
家
族
を
作
ることです。

私
は、まだしょう

来
の
夢
や、なりたい

職
業
が
決

まっていません。なので、しょう

来
の
夢
の
事
を
考

え
た
と
き
に、

最
初
に
思
い
浮
か
ん
だ
の
が
、
私
が
い
つ

も
過
ご
し
て
い
る
今
の
家
族
み
た
い
に
笑
顔
が
絶
え
な
い

あ
た
た
か
い
家
族
を
作
り
た
い
と
思
ったからです。

私
の
家
族
は
五
人
家
族
です。そして

猫
も
六
匹
飼
っ

て
い
て
、
と
て
も
に
ぎ
や
か
な
家
族
です。

私
の
家
族
は

一
言
で
言
う
と
笑
い
声
が
大
きく、

誰
か
が
笑
う
と
家
族

の
み
ん
な
が
一
緒
になって

笑
い、

と
て
も
明
る
く
な
り

ます。こんな

今
の
家
族
が、とても

大
好
きです。

私
の
お
父
さんは、おこるととても

色
々
な
所
に
連
れ
て
行
ってくれて

一
緒
になって

楽
し

ん
で
く
れ
ます。それに、

私
た
ち
の
わ
が
ま
ま
に
も
た

く
さ
ん
付
き
合
ってくれます。

子
供
よ
り
も

はしゃいで

事
があるけれ

父
さ

ん
が
大
好
きです。

私
の
お
母
さ
ん
は
家
族
の
中
で
一
番

み
ん
な
を
笑
わせてくれる、

面
白
い
お
母
さんです。

けど、

家
族
の
誰
か
が
困
っていたら、

何
で
も
相
談
に

乗
ってくれるし、すぐに

助
けてくれる、

頼
り
が
い

の
あ
る
お
母
さんです。

私
の
お
姉
ちゃんは、

高
校
生

になり、

私
は
お
姉
ちゃんの

真
似
をよくします。よ

く
流
行
り
の
話
題
を
話
したり、

一
緒
に
ダ
ン
ス
な
ど
を

し
た
り
し
て
く
れ
る
や
さ
し
い
お
姉
ちゃんです。

私
の

弟
は、

私
と
一
才
し
か
年
齢
がはなれていないので、

よくけんかをしてしまいますが、

一
緒
に
出
掛
け
た

り、

一
緒
に
ゲーム

をしたりしていて、

何
だ
か
ん
だ

仲
が
良
い
と
思
います。

こ
の
笑
顔
が
絶
え
な
い
あ
た
た
か
い
家
族
を
作
る
た
め

に
一
番
大
切
なことは、

常
に
笑
顔
でいることと、み

ん
な
と
た
く
さ
ん
話
す
こ
と
が
大
切
だ
と
思
います。な

ぜ
な
ら
も
し
誰
も
笑
顔
じゃなかったり、

誰
と
も
話
を

しなかったりしたら、

家
族
全
体
が
暗
い
雰
囲
気
に
な

って

、
誰
も
い
い
思
いをしないから、

私
は、

笑
顔
と

話
し
を
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ました。

家
族
み
ん

な、

笑
顔
が
絶
え
な
い
あ
た
た
か
い
家
族
で
い
ら
れ
る
の

は、お

父
さ
ん
と
お
母
さんのおかげで

母
さ
ん

と
お
父
さ
ん
は
よ
く
私
た
ち
を
笑
顔
にしてくれ

明
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る
く
楽
し
い
雰
囲
気
にさせてくれるので、

私
も
お
母

さ
ん
と
お
父
さんのように、みんなを

笑
顔
にして、

楽
し
ま
せ
た
い
と
思
いました。

このように、

私
のしょう

来
の
夢
は、

今
の
家
族
の

ような、

笑
顔
が
絶
え
な
い
あ
た
た
か
い
家
族
を
作
る
こ

とです。
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人
の
た
め
に
行
動
し
た
こ
と

辻
小
学
校

五
年

瀬
川

叶
愛

あ
る
日
、
私
は
母
といっしょに

電
車
に
乗
って

出
か

けました。

目
的
地
に
着
い
て
改
札
口
を
ぬけると、す

ぐ
に
後
ろ
か
ら
声
をかけてきました。「

エクスキュー

ズミー」

と
言
いながら、

外
国
人
の
男
性
が
声
を
か
け

てきました。その

外
国
人
の
男
性
は
と
て
も
困
ってい

る
様
子
で、いっしょうけんめい

母
に
話
か
け
て
い
ま

した。よく

聞
くと、

今
い
る
駅
か
ら
あ
る
駅
ま
で
行
き

たいのですが、

乗
り
換
え
の
方
法
や、

今
い
る
駅
構
内

の
行
き
方
が
わ
か
ら
ず
困
っていました。ですが、

私

と
母
は
英
語
を
話
す
こ
と
が
出
来
ないので、

話
し
か
け

ら
れ
た
時、私

と
母
は
あせってしまいました。しか

し、

気
持
ち
を
落
ち
着
かせて、もう

一
度
き
ち
ん
と
聞

くと、ようやく

母
が
聞
き
取
る
事
ができました。

やっと

目
的
も
わ
かり、

解
決
す
る
こ
と
が
出
来
る
と

思
ったのですが、そ

言
葉
の
か
べ
が
あ
り
ま
し

た。そんな

時、母

が
急
に
ケ
イ
タ
イ
を
取
り
出
し
て
き

ました。

母
はとっさに

翻
訳
ア
プ
リ
という、

外
国
人

の
人
と
ア
プ
リ
を
通
し
て
会
話
をしたり、

外
国
語
を
日

本
語
に、

日
本
語
を
外
国
語
に
出
来
る
ア
プ
リ
を
使
って

話
しだしました。

ア
プ
リ
を
使
ってからは

急
激
に
お

互
い
の
気
持
ちや、

伝
え
た
い
事
が
伝
わり、それから

は
ア
プ
リ
を
通
し
て
楽
し
そ
う
に
会
話
していました。

私
たちは、

外
国
人
男
性
を
次
に
乗
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
駅
の
改
札
口
ま
で
送
ってあげる

事
にしました。

そ
の
駅
は
と
て
も
広
く、

日
本
人
の
私
達
で
も
迷
う
事
が

あ
る
様
な
駅
なので、

口
頭
で
伝
え
る
事
も
と
て
も
む
ず

か
し
い
駅
でした。

男
性
は、とても

申
し
訳
な
さ
そ
う

にしていましたが、

母
の
提
案
に
感
謝
し
て
い
る
様
に

見
えました。

移
動
し
て
い
る
間、母

は
常
に
笑
顔
で
会

話
していて、

相
手
の
外
国
人
男
性
も
最
初
に
声
を
か
け

て
き
た
時
よ
り
も
安
心
し
た
様
にみえました。

後
か
ら

母
に、「あの

時
は
何
を
話
していたの？」と

聞
い
た
ら

「この

駅
は
広
い
の
で
迷
路
みたいですよね」や

相
手

の
男
性
からは、「

本
当
にごめんなさい、あなた

達
の

時
間
をうばっていなければ

良
いのですが」と

言
わ

れて、

母
は「

全
然
気
に
し
な
い
で
下
さい」と

答
え
て

いました。

二
人
と
も
お
た
が
い
を
気
づ
か
い
な
が
ら
会

話
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
でした。

しばらくす

目
的
の
改
札
口
へ
た
ど
り
着
き
ま
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した。

私
と
母
は
み
ど
り
の
窓
口
へ
行
き、

男
性
が
無
事

に
乗
る
予
定
の
電
車
の
ホーム

へ
行
け
る
様
に
手
配
し
て

もらい、

男
性
に
説
明
をして、

何
と
か
彼
の
願
い
を
叶

え
る
事
が
出
来
ました。

母
は、「どうぞ

気
を
つ
け
て
行

って

下
さい、

良
い
旅
に
し
て
下
さい。」と

伝
え
て
い
ま

した。

男
性
は、

私
と
母
に
と
て
も
感
謝
をして、たく

さ
ん
の
お
礼
を
言
いながら、とても

良
い
笑
顔
で
改
札

口
へ
入
って

行
きました。

今
回
の
出
来
事
で、

私
は
初
め
て
困
っている

外
国
人

の
人
を
手
助
けしました。

外
国
人
でなくても、

知
ら

な
い
人
を
助
け
る
事
は
と
て
も
勇
気
の
い
る
事
だ
な
と
思

っています。でも、いっしょに

助
け
た
母
も
外
国
人

の
男
性
も
最
初
は
お
た
が
い
不
安
そうでしたが、

何
と

か
会
話
できるようにいっしょうけんめい

頑
張
って

歩
みよっている

姿
を
見
て
と
て
も
心
が
温
か
く
な
り
ま

した。

最
後
の
別
れ
の
時
に
見
た、

母
と
外
国
人
男
性
の

笑
顔
を
見
たら、これからは

外
国
人
だけではなく、

困
っている

人
が
い
た
ら
進
ん
で
手
助
け
出
来
る
自
分
で

い
た
い
な
と
思
いました。

今
回
の
出
来
事
は、

母
に
と

っても

、
私
にとっても、とて

貴
重
で
す
て
き
な
体

験
になりました。
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「当

た
り
前」

南
中
学
校

三
年

土
倉

侑
馬

小
学
五
年
生
ま
で
の
僕
にとって

、
朝
起
きて、

学
校

に
行
き、

勉
強
し、

友
人
と
遊
ぶ…

と
い
う
一
日
は
日
常

であり、「

当
た
り
前」

となっていました。そんな「

当

た
り
前」

の
日
常
が
送
れなくなった

出
来
事
が
起
こ
り

ました。それは、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
による、

小
学
校
の
臨
時
休
校
や
外
出
制
限
です。

当
時
小
学
校
五

年
生
と
い
う
、
上
級
学
年
だった

僕
達
には、

小
学
校
の

まとめとして、たくさんの

楽
し
み
に
し
て
い
た
行
事

がありました。そして、

学
校
で
の
友
人
と
の
何
気
な

い
会
話
が
奪
われたことは、

大
き
な
ダメージ

だと、

の
ち
に
気
づきました。

僕
の
一
日
の
約
四
分
の
一
の
時
間
を
占
め
て
い
た
学
校

生
活
は、

今
の
自
分
の
考
え
方
を
形
成
す
る
大
き
な
手
助

けとなり、

性
格
も
小
学
校
時
代
に
形
づ
く
ら
れ
た
と
感

じ
て
います。しかし、

小
学
校
時
代
の
僕
が
そ
ん
な
事

を
考
えられるはずも

学
校
生
活
が
た
だ
楽
し
み

であり、

居
心
地
の
良
い
場
所
だ
と
し
か
思
っていませ

んでした。そんな

学
校
生
活
に
色
を
付
け
て
く
れ
た
の

は、

他
で
も
な
い
友
人
達
だ
と
思
います。

僕
が
何
を
楽

し
み
に
し
て
学
校
に
行
っていたかというと、

勉
強
よ

り
も
友
人
と
の
会
話
でした。また、

ク
ラ
ス
と
い
う
空

間
が
居
心
地
の
良
い
場
所
に
感
じられていたのは、

友

人
達
が
僕
の
個
性
を
認
めてくれていたからです。

し

かし、

コ
ロ
ナ
禍
では、こんなに

何
気
な
い
さ
さ
い
な

嬉
し
い
日
常
を
送
る
こ
と
さ
え
も
が
難
しくなったので

す。
当
時
の
僕
は、

学
校
生
活
が
た
だ
の
日常、「当

た
り
前」

と
考
え
て
い
た
の
でしょう。だからこそ、

小
学
校
が

休
校
になり、

急
に
友
達
と
会
えなくなったことは、

突
如
と
し
て
日
常
を
失
い、

自
分
の
心
に
大
き
な
穴
が
開

い
た
よ
う
に
感
じ
た
出
来
事
でした。「

当
た
り
前」

が「

当

た
り
前」

と
し
て
機
能
しなくなったのです。

こ
こ
で
初
め
て
僕
は、

友
人
が
い
つ
で
も
周
り
に
い
る

ということは「

当
た
り
前」

で
は
な
い
と
気
づ
き
ま
し

た。そして、

コ
ロ
ナ
前
の
日
常
のように「

当
た
り
前」

が「

当
た
り
前」

で
あ
り
続
けるということは、

奇
跡

の
連
続
だったということ

改
め
て
感
じたのでした。

そして、

中
学
生
に
なってからの

友
人
と
の
会
話
は、

今
ま
で
の
日
常
生
活
にはなかっ

マ
ス
ク
越
し
の
も
の
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になりました。

マ
ス
ク
を
し
始
め
た
ば
か
り
の
時
は、

相
手
の
表
情
が
見
え
な
い
分、以前

よ
り
も
相
手
の
気
持

ち
を
考
えて、

一
言
一
言
を
発
していました。しかし、

コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
四
年
となった

今
では、このような

相
手
を
気
遣
う
行
動
も、

コ
ロ
ナ
以
後
の
新
しい「

当
た

り
前」

となっていきました。

マ
ス
ク
だけではなく、

今
は
日
常
となっている

自
分
の
体
を
守
る
た
め
に
し
て

い
た
ど
の
行
動
も、

コ
ロ
ナ
と
い
う
非
日
常
によって

、

「当

た
り
前」

となった

行
動
です。

こ
こ
で
僕
が
一
番
伝
えたいことは、「

当
た
り
前」

は

ずっ

と
続
くものではなく。

何
の
前
触
れ
も
な
く
壊
れ

ていくということです。また、

日
常
を
壊
し
た
非
日

常
に
僕
ら
が
適
応
し
て
い
る
間
にいつのまにか、それ

までの「

当
た
り
前」

が
新
しい「

当
た
り
前」

に
塗
り

変
えられていきます。

非
日
常
前
の「

当
た
り
前」

は

二
度
と
返
ってきません。

今
の
コ
ロ
ナ
禍
に
つ
い
て
も

同
じ
だ
と
思
います。

コ
ロ
ナ
関
係
な
く
無
邪
気
に
遊
ん

で

い

た

日

々

か

ら

一

変

して、

コ

ロ

ナ

対

策

を

続

け

る

日
々
になりました。そし

コ
ロ
ナ
が
緩
和
し
て
き

て
い
る
今
ですが、

コ
ロ
ナ
が
な
い
世
界
に
戻
す
こ
と
は

不
可
能
だ
と
思
います。

コ
ロ
ナ
が
突
如
と
し
て
蔓
延
し、

僕
ら
の
日
常
を
壊
し

たように、

次
い
つ
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起
こるかは、

誰
に
も
分
か
りません。そして、

失
ったものの

大
切

さは、

失
って

初
め
て
気
が
付
きます。

だ
か
ら
僕
は、

家
族
や
友人、

そ
し
て
自
分
自
身
を
大

切
にし、

目
の
前
にある「

今」

を
生
き
て
い
く
べ
き
だ

と
強
く
思
っています。

- 33 -



あ
の
子
も青

木
中
学
校

三
年

塚
本

三
菜

二
年
前
の
四月、私

は
水
泳
部
に
入
部
した。

四
歳
か

ら
始
め
た
大
好
き
な
水
泳
が
中
学
生
になっても

続
け
ら

れ
る
こ
と
を
喜
ぶとともに、これからの

自
分
の
活
や

く
に
期
待
し
て
い
た
春
だった。

私
た
ち
七
十
五
期
生
水

泳
部
は、

男
子
五
人
と
女
子
三
人
の
計
八
人
だった。

私

は
学
区
外
の
小
学
校
か
ら
こ
の
青
木
中
学
校
に
入
学
した。

学
年
で
三
人
し
か
同
じ
出
身
校
がいなかった。

部
活
で

「仲間」

と
呼
べ
る
人
が
で
き
る
の
か
不
安
だった。

本入部初日、

二
人
の
女
の
子
が
話
しかけてくれた。

二
人
は
同
じ
小
学
校
出
身
だった。

私
は
そ
う
聞
い
た
瞬

間、強

い
焦
り
を
感
じ
思
う
よ
う
に
話
す
こ
と
が
で
き
な

かった。

二
対
一
で
私
だ
け
輪
の
中
に
入
れ
な
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
不
安
がおそった。さらに、

同
じ
ス
イ

ミングスクール

に
通
っていたと

聞
く
と
そ
の
焦
り
は

強
さ
を
増
した。つい

先
ほ
ど
ま
で
感
じ
て
い
た
喜
び
と

期
待
は
少
しずつうすれて

初
め
て
一
緒
に
練
習
し
た
時
だった。つ

苦
し
い

練
習
を
乗
り
こ
え
私
た
ち
の
仲
は
少
し
近
づ
い
た
気
が
し

た。

二
人
が
話
を
リード

してくれるから、

自
分
の
こ

とをもっと

知
ってもらおうとたくさん

三
人
で
く
だ

ら
な
い
話
をしたりした。その

時
に
私
は、「これが

仲

間
だ」と

確
信
した。これから

一
緒
に
た
く
さ
ん
泳
い

で、

笑
って、

泣
いて、けんかして、

仲
直
りして、

もっと

相
手
の
こ
と
を
知
っていく

仲
間
ができた。

二

人
の
お
か
げ
で
男
子
と
も
話
すきっかけが

増
え、

私
た

ち
七
十
五
期
水
泳
部
は
ど
ん
な
部
活
に
も
負
け
な
い
く
ら

い
仲
の
良
い「

仲間」

となった。

六月、私

た
ち
は
入
部
し
て
か
ら
初
め
て
の
大
会
に
出

場
した。

大
勢
の
人
に
見
ら
れ
る
こ
と
や
初
め
て
見
る
機

械
な
ど
で
緊
張
がとまらなかった。

私
は
百
メートル

自
由
形
の
タ
イ
ム
が
良
かったので

先
輩
た
ち
と
フリー

リ
レ―

に
出
場
した。

自
分
よ
り
経
験
豊
富
で
背
が
高
く

て
、
きれいでかっこいい

先
輩
た
ち
に
迷
わ
く
か
け
て

し
ま
う
の
が
怖
かった。そんな

時
先
輩
は
、「ここにい

る
四
人
は
み
ん
な
仲
間
だ
か
ら
安
心
していいんだよ」

と
声
をかけてくれた。

他
校
の
人
も
同
じ
よ
う
に
緊
張

してるし、

私
た
ち
の
よ
う
に
つ
ら
い
練
習
を
乗
り
こ
え

て
こ
こ
に
い
る
と
い
う
こ
と
を
教
えてくれた。

私
は、

ずっと

他
校
の
人
を
敵
と
認
識
し、

必
ず
勝
た
な
く
て
は
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な
ら
な
い
と
思
い
込
んでいた。

練
習
し
た
場
所
は
違
う

けれど、

練
習
をのりこえ、

同
じ
気
持
ちでいる。そ

ん
な
人
たちを「

仲間」

と
呼
ば
ず
何
と
呼
べ
ば
良
い
の

かわからなかった。

先
輩
た
ち
は
招
集
所
で
も
積
極
的

に
他
校
の
人
と
話
し、お

互
いに、「がんばろう

。
」と

声
を
か
け
合
っていた

。
他
の
チーム

を
敵
と
思
う
の
で

は
無
く「

仲間」

と
思
うことによって

緊
張
が
少
し
軽

くなった

気
がした。

先
輩
が
引
退
し
た
後
も
大
会
で
み

んな「

仲間」

と
思
う
こ
と
続
けた。

二
年
生
の
夏、

私
は
個
人
種
目
で
県
大
会
に
出
場
した。

市
大
会
よ
り
人
数
が
倍
になったり、

上
位
選
手
た
ち
の

全
国
・
関
東
へ
の
切
符
争
いがあることもあり、いつ

も
以
上
に
緊
張
していた。

大
会
が
始
ま
る
ま
で
の
一
週

間、私

は
無
理
矢
理
に、みんな

仲
間
と
考
えてみたが、

どうしても「

仲間」

と
思
うことはできなかった。

自
分
の
レース

の
招
集
が
始
まった。そこで

他
校
の
一

つ
上
の
先
輩
が
話
しかけてくれた。「

県
に
な
る
と
緊
張

す
る
け
ど
お
互
いがんばろう。」と

声
を
か
け
て
く
れ
た。

正直、緊張

が
勝
っていたのでその

時
は
何
も
感
じ
な

かった。だが

レース

後、

疲
れ
て
い
る
は
ず
な
の
に
私

の
と
こ
ろ
に
来
て「おつかれさ

言
い
に
来
て
く

れたのだ。

私
は
驚
いた。きっ

人
は
先
輩
と
同

じ
考
え
な
ん
だ
と
思
った。あの

日
私
は「

仲間」

の「

絆」

を
感
じた。

七
十
五
期
水
泳
部
も、

先
輩
も、

後
輩
も、

他
校
の
子
も
全
国
・
関
東
大
会
を
狙
う
あ
の
子
も、そし

て
一
緒
に
レース

を
泳
い
だ
あ
の
子
もみんな「

仲間」

だった。この

三
年
間
ずっと「

仲間」

に
支
え
ら
れ
泳

いできた。

今、部活動

を
嫌
だ
と
思
っている

人
たちへ。

少
し

考
え
を
変
え
て
一
回
みんなを「

仲間」

と
思
って

欲
し

い。そ

うしたらきっと

楽
し
く
充
実
し
た
部
活
動
に
な

る
と
思
う。
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野
球
を
通
し
て
得
た
も
の

幸
並
中
学
校

三
年

福
原

侑
眞

八月七日、私

にとって

中
学
生
で
の
野
球
生
活
は
一

区
切
り
を
終
えた。

努
力
して、

本
気
に
取
り
組
ん
で
き

た
先
に
全
国
大
会
出
場
の
目
標
を
実
現
で
き
た
こ
の
経
験

は
と
て
も
有
意
義
な
時
間
だ
と
思
っている。

何
よ
り
野

球
が
し
た
い
仲
間
と
過
ご
し
て
き
た
時
間
で
得
た
結
果
で

あ
る
こ
と
が
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
と
思
っている。

私
は、

小
学
生
か
ら
始
め
た
野
球
を
中
学
の
部
活
で
も

続
けた。

二
年
生
で
出
場
し
た
大
会
は
県
大
会
ま
で
勝
ち

進
む
こ
と
が
出
来
た。

先
輩
の
足
を
引
っ
張
ら
な
い
よ
う

にがむしゃらに

野
球
に
没
頭
す
る
日
々
だった。

一
年

前、先輩

が
引
退
してから、

私
は
部
長
になった。

先

輩
のように、

勝
て
る
チーム

を
作
りたかったが、

部

員
が
足
らないため、

合
同
チーム

で
の
活
動
になった。

合
同
チーム

は、

週
末
に
し
か
合
同
の
練
習
が
で
き
な
い

ため、

私
が
今
ま
で
経
験
し
た
練
習
内
容
を
す
る
こ
と
が

と
て
も
困
難
を
極
めた。

人
がいないとい

準備、道具

の
セッティン

に
時
間
がかかり、

一
人

の
負
担
が
大
きく、うまく

回
ら
な
い
日
々
が
続
いた。

練
習
メニュー

も
今
ま
で
以
上
に
入
念
に
計
画
を
立
て
な

ければならなかった。

今
ま
で
教
わったやり

方
が
身

についているので、

変
わ
ら
ず
練
習
が
出
来
る
と
思
っ

て
い
た
が、

先
輩
が
い
な
い
だ
け
で
気
が
緩
み
が
ち
な
メ

ンバー

や、

自
分
プレー

に
落
ち
込
ん
で
し
ま
う
メ
ン
バ

ーなど、

自
分
の
プレー

をすることより、

チーム

の

こと、

メンバー

の
と
の
関
わ
り
方
を
気
に
し
な
が
ら
活

動
す
る
面
が
多
くなった。

久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
て

の
練
習
試
合
では、

練
習
不
足
に
加
え、

連
係
ミ
ス
を
す

る
こ
と
が
多
かった。

単
純
な
ミ
ス
が
出
れ
ば
出
る
ほ
ど

感
情
が
抑
えきれず、

プレー

を
し
な
が
ら
イ
ラ
イ
ラ
す

る
こ
と
が
多
く、

監
督
の
先
生
には、

我
慢
す
る
よ
う
に

何
度
も
何
度
も
注
意
された。

試
合
を
観
戦
し
て
い
た
母

にも、

一
人
で
プレー

をしない、

自
分
か
ら
声
か
け
て

行
動
を
し
な
さ
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
増
えた。この

時

は、

チーム

と
し
て
の
練
習
不
足
を
理
由
に、

私
は
自
分

の
練
習
を
す
る
の
が
一
番
だ
と
決
め
込
ん
で
い
た
。

部
活
が
休
み
の
日
は、

部
活
と
は
別
に
クラブチーム

の
練
習
に
顔
を
出
していた。

クラブチーム

で
は
大
勢

で
プレー

ができるので、

刺
激
が
あ
り
野
球
を
す
る
楽

し
み
を
感
じていた。

部
長
と
し
て
試
合
をすること
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クラブチーム

で
試
合
をすること、

ポジション

や
チ

ーム

で
の
役
割
が
違
う
だけで、

同
じ
野
球
を
し
て
い
る

のに、

試
合
を
す
る
楽
し
み
が
違
う
こ
と
を
感
じた。

ク

ラブチーム

は、

自
分
よ
り
上
手
な
仲
間
が
多
く、

自
分

が
起
用
さ
れ
る
場
面
に
活
躍
す
る
こ
と
が
求
められた。

も
う
少
し
試
合
で
活
躍
し
た
い
と
思
ったが、

ベ
ン
チ
に

い
る
と
き
は
チーム

の
た
め
に
動
いていた。そんな

時、

母
に
部
活
と
クラブチーム

で
の
取
り
組
み
方
が
違
う
と

指
摘
された。

区
別
をしてきたわけではないが、

部

活
の
時
の
私
は、

環
境
を
理
由
に
他
人
の
せ
い
に
し
て
い

るところがあり、

自
分
の
仕
事
だ
け
を
全
う
し
て
い
る

姿
がもどかしく、

クラブチーム

で
は
自
分
の
至
ら
な

い
部
分
を
認
め、

自
信
の
あ
る
バッティング

で
努
力
し

て
積
極
的
に
楽
し
ん
で
い
る
と
指
摘
された。この

指
摘

に
正
直
私
は
驚
いた。

以
前
は
一
緒
に
野
球
を
し
て
く
れ

る
こ
と
に
感
謝
していたのに、

部
活
で
野
球
を
し
て
く

れ
る
仲
間
へ
の
配
慮
が
足
りていなかった

の
だ
と
気
づ

いた。それからは、

部活、

クラブチーム

共
に
チー

ム
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
考
え、

積
極
的
に
仲
間
に
声

をかけ、より

一
層
チーム

に
尽
力
す
る
よ
う
に
心
が
け

て
過
ごした。

こ
の
一
年
野
球
を
通
し
て
得
てきたもの

多

く
の
時
間
を
費
やし、

共
に
切
磋
琢
磨
し
た
仲
間
である。

野
球
は
一
人
で
は
何
もできない。

プレー

す
る
こ
と
に

限
らず、

仲
間
へ
の
敬
意
を
失
った

時
点
で
何
も
成
長
が

出
来
ない。

自
分
へ
の
耳
に
痛
い
言
葉
こそ、

自
分
を
伸

ばしてくれるきっかけであり、

自
分
を
見
つ
め
直
し、

さ
ら
な
る
成
長
へ
と
導
い
て
く
れ
る
も
の
だ
と
感
じた。

中
学
野
球
を
通
し
て
私
と
共
に
過
ご
し
て
く
れ
た
先生、

仲
間
に
た
く
さ
ん
の
感
謝
を
伝
え
た
い
と
思
う。

私
と
野

球
をしてくれてありがとう。そして、また

一
緒
に

野
球
をしよう。
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野
球
でつながった

僕
た
ち
の
絆

川
口
市
立
高
等
学
校
付
属
中
学
校

二
年

小
岩

大
純

僕
は
野
球
部
に
所
属
しています。

僕
の
学
校
の
野
球

部
は
初
心
者
ば
か
り
で
と
て
も
弱
いです。

僕
も
中
学
一

年
生
の
と
き
に
野
球
を
始
め
た
初
心
者
です。そんな

僕

たちですが、

九
月
に
控
え
て
い
る
新
人
戦
と
い
う
公
式

戦
で
一
勝
す
る
と
い
う
目
標
を
立
てました。このよう

な
公
式
戦
や
練
習
試
合
で
さ
え
も
ま
だ
一
勝
を
し
た
こ
と

はありません。しかし、

僕
た
ち
は
こ
の
目
標
が
達
成

で
き
る
よ
う
に
日
々
練
習
を
積
み
重
ね
て
います。

僕
は

こ
の
練
習
で
部
員
との、

仲
間
と
の
絆
を
感
じました。

そ
の
絆
は
互
い
に
助
け
合
い、

前
に
進
ん
で
い
こ
う
と
必

死
に
頑
張
る
と
き
に
感
じられました。

僕
の
学
校
の
野
球
部
は、

現
三
年
生
の
三
人
が
一
昨
年

に
作
り
上
げてくれたものです

三
人
の
先
輩
た

ちはみんな、「野球

に
興
味
があったから

野
球
部
をつくった。」と

言
っています

野
球
部
は
最
低
で
も
九
人
い

ないとできません。だから、あと

六
人
を
ど
う
に
か

し
て
集
めなくてはいけませんでした。

先
輩
たちは、

新
入
生
歓
迎
と
い
う
入
学
し
て
き
た
一
年
生
に
部
活
と
委

員
会
を
紹
介
す
る
場
で
の
発
表
や
仮
入
部
な
ど
で
僕
た
ち

一
年
に
野
球
の
お
も
し
ろ
さ
を
教
えてくれました。

僕

や
現
二
年
の
部
員
も
こ
の
と
き
野
球
に
興
味
を
持
ち、

野

球
部
に
入
部
す
る
こ
と
を
決
めました。

野
球
部
に
新
し

く
入
部
することになった

人
数
は
六
人
でした。

無
事

に
九
人
集
ま
り
、
野
球
部
が
完
成
しました。

僕
は
野
球

部
が
完
成
したことで、

仲
間
と
こ
れ
か
ら
共
に
頑
張
ろ

う
と
い
う
絆
が
結
ば
れ
た
と
感
じました。ここから

僕

た
ち
の
野
球
が
始
まりました。

練

習

の
メニュー

は

腹

筋
や

ブリッジ

な

ど
で

身

体

づくりをしたり、

柔
ら
か
い
ボール

で
の
キャッチボ

ール

をしたりするものでした。

バット

を
振
る
こ
と

や
軟
式
ボール

を
使
う
こ
と
は
ま
だ
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

早
く
バット

や
軟
式
ボール

を
使
って

練
習
を
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
と
て
も
強
かったです。しかし、こ

よ
う
な
練
習
を
早
く
完
璧
にして、

基
礎
が
で
き
る
よ
う

に
な
ろ
う
と
い
う
考
え
に
だ
ん
だ
ん
変
わっていきまし

た。それは、

仲
間
が
練
習
を
頑
張
っている

姿
を
見
た

ことで、

僕
もしっかり

思
っ
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たからです。

簡
単
の
よ
う
な
練
習
と
感
じ
る
か
も
し
れ

ませんが、

初
心
者
の
僕
た
ち
に
は
こ
の
練
習
で
も
と
て

も
難
しかったです。それでも

仲
間
と
励
ま
し
合
い
な

が
ら
一
生
懸
命
練
習
しました。このときに

僕
は、

仲

間
と
助
け
合
い
な
が
ら
練
習
を
頑
張
って

、
上
手
くなっ

て
い
こ
う
と
い
う
絆
を
感
じ
ま
し
た。そして、

僕
た
ち

は
約
三
ヶ
月
間
の
練
習
に
よ
り
基
礎
の
力
をつけ、

念
願

だった

バット

や
軟
式
ボール

を
使
った

練
習
が
で
き
る

ようになりました。

僕
は
結
構
上
手
くなったと

思
っ

ていましたが、まだ

スタートライン

に
立
っただけ

でした。

僕
た
ち
は
諦
め
ず
練
習
しました。しかし、

初
め
て

の
夏
季
強
化
大
会
と
い
う
公
式
戦
では、

十
九
対
０
と
い

う
結
果
で
負
けました。ここまで

力
の
差
が
あ
る
ん
だ

と
感
じました。

少
し
悔
しかったですが、もっと

上

手
く
な
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
と
て
も
強
かったです。

仲
間
の
み
ん
な
も
こ
う
考
え
た
と
思
います。このとき

僕
たちは、もっと

上
手
くなって

戦
え
る
よ
う
に
な
ろ

う
と
い
う
絆
が
結
ばれました。

僕
た
ち
は
近
隣
の
中
学

校
と
合
同
チーム

になりました。お

互
い
一
生
懸
命
練

習
しました。

質
の
高
い
練
習
になり、とても

力
が
つ

きました。

練
習
試
合
や
新
人
戦
で
は
勝
利
を

手
にすることはできませんでした。それでも

僕
た

ち
は
諦
め
ず
に
練
習
をしました。あっという

間
に
進

級
しました。

一
年
生
も
入
部
してきてくれて、

十
四

人
の
チーム

になりました。

一
年
生
も
初
心
者
ば
か
り

ですが、

少
し
で
も
早
く
上
手
く
な
れ
る
よ
う
練
習
し
ま

した。そして、

三
年
生
が
出
れ
る
の
が
最
後
の
試合、

学
校
総
合
体
育
大
会
がありました。

結
果
は
四
対
０
で

負
けてしまったものの、とても

良
い
試
合
でした。

僕
は
野
球
で
仲
間
と
の
絆
を
た
く
さ
ん
感
じました。

そ
れ
は
今
で
も
同
じです。

僕
は
こ
の
絆
が
無
け
れ
ば
辛

い
こ
と
を
乗
り
越
えられなかったです。だから、こ

れ
か
ら
も
仲
間
と
の
固
い
絆
を
た
く
さ
ん
結
び、

一
勝
で

き
る
よ
う
に
日
々
頑
張
ります。
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今
の
自
分
から、

過
去
の
自
分
へ

川
口
市
立
高
等
学
校
付
属
中
学
校

三
年

中
村

茉
莉
子

「W
hen in doubt,

choose change.

～迷

ったら

変
化
を
選
びなさい～」という

言
葉
を
知
っているだ

ろうか。

私
が
今、過去

の
自
分
に
伝
え
た
い
事
は「

迷

ったら

変
化
を
選
びなさい」という

言
葉
だ。この

言

葉
は、

香
港
で
女
優
を
し
て
い
た
リリー・レオン

と
い

う
方
が
言
ったものである。

二
〇
一
九
年
の
十二月、私

が
小
学
五
年
生
だった

冬

に
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
し、

病
院
も
ショッピング

モール

も
行
く
事
が
で
き
ず
、
学
校
に
さ
え
通
え
な
く
な

ってしまいました。この

状
態
は
翌
年
ま
で
続
き、

楽

し
み
に
し
て
い
た
修
学
旅
行
や
校
外
学
習
がなくなり、

さらには、

卒
業
式
ま
で
も
縮
小
し
て
行
われたため、

小
学
校
生
活
の
最
後
に、

友
達
と
歌
う
こ
と
す
ら
で
き
な

かった。

私
は、

中
学
校
に
上
がってから、

修
学
旅
行

に
行
ったり、

コ
ロ
ナ
前
と
同
じ
形
式
で
卒
業
式
を
し
た

り
し
て
い
る
後
輩
を
見
ては「なぜ

私
た
ち
の
年
だ
け
何

もできなかったのだろう」と

友
達
と
悲
し
む
こ
と
が

多
かった。そして、

自
分
た
ち
で
何
か
を
変
え
る
こ
と

は
出
来
なかったのかと

考
えることもあった。

しかし、

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
苦
しんでいた、あの

頃

の
私
が
今
こ
の
状
況
を
見
た
ら
、
ど
う
思
うだろう。

確

か
に
い
ま
だ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
無
くなっていない。

状
況
によって

マ
ス
ク
をつけたり、

買
ってきたもの

を
消
毒
し
た
り
と
ま
だ
ま
だ
気
を
抜
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

しかし、

学
校
で
普
段
の
授
業
か
ら
数
人
が、

体
育
の
授

業
で
は
ほ
と
ん
ど
全
員
が
マ
ス
ク
を
外
し
て
生
活
し、お

互
い
の
顔
を
見
て
生
活
している。

コ
ロ
ナ
前
の「

当
た

り
前」

が
今
の
時
代
の「

当
た
り
前」

に
戻
りつつある。

このようにだんだんと「

日常」

が
戻
ってきたのは、

世
の
中
全
体
が、

特
別
な
対
策
か
ら
変
わっていこうと

意
識
が『

変化』

し
て
き
た
か
ら
だ
と
思
う。その

結果、

四
年
前
と
は
見
違
え
る
ほ
ど
に
生
活
が
変
わった。それ

な
ら、

私
も
四
年
前
に
自
分
の
行
動
を
変
え
て
い
れ
ば
何

も
できなかった

最
後
の
小
学
校
生
活
を
よ
り
良
い
も
の

に
で
き
た
の
で
な
な
い
か
と
思
う。

私
は
い
つ
も
変
化
を

嫌
ってしまう。

何
か
が
変
わり、それが

悪
い
ほ
う
へ

と
影
響
し
て
し
ま
う
こ
と
を
恐
れてしまうから

しかし、

中
学
二
年
生
の
秋、

私
は
変
わ
る
決
心
を
し
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た。

生
徒
会
選
挙
の
生
徒
会
長
選
に
立
候
補
したのだ。

そ
の
理
由
の
一
つは、

開
校
し
た
ば
か
り
の
新
し
い
学
校

に
自
分
の
手
で
伝
統
を
創
り
た
い
と
思
ったからだ。

私

が
中
学
校
に
入
学
し
た
後
も
ま
だ
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
大
き

かった。そのため、

後
輩
が
入
学
してからも、

他
学

年
と
交
流
で
き
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
は
ほ
とんどなく、

同
級
生
の
中
から「もっと

後
輩
と
関
わりたい」とい

う
よ
う
な
声
が
多
く
上
がってきた。とはいえ

新
た
な

イ
ベ
ン
ト
を
創
る
こ
と
は
そ
う
簡
単
にはできない。し

かし、このまま

他
学
年
と
の
交
流
が
少
な
い
学
校
に
し

て
い
く
の
は
違
う。

私
は
そ
う
感
じ、

自
分
が
生
徒
会
長

と
し
て
学
校
を
引
っ
張
り、

変
えていきたい、と

立
候

補
す
る
選
択
をした。

私
は
生
徒
会
長
になってから、

生
徒
会
役
員
や
先
生

方
の
協
力
の
お
か
げ
で
今
年
の
春、同

じ
地
域
か
ら
入
学

し
て
き
た
後
輩
た
ち
と
交
流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
無
事
創

り
上
げ、

開
催
することができた。

他
学
年
の
生
徒
と

会
話
するきっかけになったり

互
い
を
知
った

り

することができ、

学
校
が
よ
り
明
る
い
雰
囲
気
になっ

た
と
思
う。

変
わ
る
こ
と
で
良
い
結
果
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
と
痛
感
した。

自
分
が
変
化
することは

成
功
だけではな

失

敗
も、やめたいと

思
うこともたくさんある。

自
分

以
外
の
も
の
を
変
え
る
こ
と
は
更
に
難
しい。しかし、

私
は『

変
わること』は、

怖
い
も
の
や
諦
め
る
も
の
で

は
な
い
と
感
じた。そして、

自
分
が
変
わ
ろ
う
と
思
え

ば、

周
り
の
人
は
応
援
してくれ、

手
を
差
し
伸
べ
て
く

れ
る
事
も
分
かった。もちろん、

全
て
の
人
が
そ
う
と

は
限
らない。しかし、

自
分
が
納
得
す
る
ま
で
変
化
し

続
けることは、

自
分
の
成
長
の
た
め
に
最
も
大
切
な
こ

と
だ
と
思
う
。

私
は、

変
わ
る
こ
と
を
拒
否
し
て
き
た
昔
の
自
分
に
今、

こ
の
言
葉
を
伝
えたい。「

W
hen in doubt,

choose 
change.

～迷

ったら

変
化
を
選
びなさい」と。
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夢
を
か
な
え
る
た
め
に

青
木
中
央
小
学
校

五
年

小
平

透
真

ぼくは、

しょう

来
何
に
な
り
た
い
か
と
考
え
た
時
に

すぐ「これになりたい」と

ハッキリ

答
え
ら
れ
ま
せ

んでした。なぜなら、

小
さ
い
時
は
仮
面
ライダー

や

正
義
の
味
方
み
た
い
な
ヒーロー

に
あ
こ
が
れ
て
い
た
け

ど
小
学
生
になって、ぼくたちがくらしている

社
会

に
は
と
て
も
沢
山
の
仕
事
が
あ
る
と
知
ったからです。

例
えば、

学
校
は
先
生
が
生
徒
に
勉
強
を
教
え
て
く
れ
る

仕
事
場
と
い
う
イメージ

があります。だけど

勉
強
を

教
え
て
く
れ
る
先
生
以
外
に
も
校
長
先
生
や
保
健
室
の
先

生、教科

ご
と
の
先生、指

ど
う
員
の
先生、図書室

の

先
生
、
校
む
員
さん、

事
む
の
先生、給食調理員

さ
ん

な
ど
色
々
な
仕
事
を
し
て
い
る
人
が
沢
山
働
いています。

学
校
だ
け
で
も
こ
ん
な
に
沢
山
の
種
類
の
仕
事
を
し
て
い

る
人
たちがいるので、

世
の
中
にはいったいどれぐ

ら
い
の
職
業
があるかなぁと

思
いました。

ぼくは、そんな

沢
山
の
仕
事
を
し
て
い
る
人
た
ち
の

中
で
生
活
をしていて

最
近
は
お
父
さ
ん
の
仕
事
や
お

母
さ
ん
が
昔
し
て
い
た
仕
事
に
も
少
し
ず
つ
だ
け
ど
興
味

が
出
てきました。

お
父
さ
ん
の
仕
事
は
工
業
薬
品
を
仕

入
れて、それを

使
う
他
の
会
社
や
工
場
に
運
ぶ
こ
と
で

す。

色
々
な
手
続
きをしたり、

書
類
を
作
ったり

重
た

い
薬
品
を
運
んだりします。お

母
さ
ん
の
昔
の
仕
事
は、

歯
科
え
い
生
士
です。

歯
科
医
院
で
働
いていて、

歯
医

者
さ
ん
の
横
に
付
い
て
ア
シ
ス
タ
ン
ト
業
務
をしたり、

か
ん
者
さ
ん
に
歯
ブ
ラ
シ
指
導
や
歯
石
を
取
る
仕
事
を
し

ていました。

二
人
の
仕
事
の
種
類
や
内
容
は
全
然
ち
が

うけれども、お

父
さ
ん
の
仕
事
は
会
社
と
工
場
を
つ
な

ぐ
役
割
があって、お

母
さ
ん
の
仕
事
は
人
の
健
康
を
守

る
役
割
があって

人
の
役
に
立
つ
仕
事
な
ん
だ
と
分
か
り

ました。そして、ぼくもしょう

来
は
何
か
人
の
役
に

立
つ
仕
事
に
つ
け
た
ら
い
い
な
と
思
っています。

そ
ん
な
ぼ
く
の
夢
を
か
な
え
る
た
め
に
今
か
ら
で
も
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
考
えてみました。

人
の
役
に
立
つ

事
や
仕
事
は、とても

沢
山
あ
る
と
思
います。その

沢

山
の
中
か
ら
自
分
が
興
味
を
持
て
る
も
の
を
見
つけたり、

ど
ん
な
勉
強
を
し
た
ら
な
れ
る
の
か
調
べ
た
り
し
て
み
よ

う
と
思
います。しょう

来
ど
ん
な
職
業
に
付
き
た
い
と

思
ったり、どんな

事
を
勉
強
し
た
い
と
思
っても

色
ん

な
夢
を
か
な
え
ら
れ
る
よ
う
に
今
か
ら
で
き
る
事
を
色
々
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とやっておきたいと

思
いました。
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委
員
会
で
学
ん
だ
こ
と

青
木
中
央
小
学
校

六
年

伊
藤

詩
織

私
は
小
学
校
の
図
書
委
員
です。

今年、

と
て
も
嬉
し

い
出
来
事
がありました。それは、

図
書
室
の
本
が
全

て
バーコード

で
管
理
されるようになったことです。

バーコード

化
されたことで、

今
ま
で
手
書
き
で
貸
し

出
し
の
手
続
き
を
行
っていましたが、

機
械
で
読
み
込

むだけでできるようになりました。

貸
し
出
し
カー

ド
を
探
す
手
間
もなくなり、

短
時
間
で
よ
り
多
く
の
人

が
借
り
る
こ
と
が
で
き
るようになりました。

借
り
る

人
も
返
す
人
も、

図
書
委
員
の
仕
事
も
楽
になりました。

今
ま
で
時
間
が
な
く
て
借
りられなかった

人
も、

借
り

られるようになったのでよか

こ
の
バーコード

化
の
作
業
は、

私
た
ち
六
年
生
と、

先
生
方
と、

ボランティア

の
保
護
者
の
方
で
行
い
ま
し

た。

一
冊
ず
つ
手
作
業
で
バーコード

を
貼
る
と
い
う
気

の
遠
く
な
る
よ
う
な
作
業
でした。

途
中
で
バーコード

を
貼
る
位
置
を
間
違
え
て
し
まった

人
が
で
る
ハ
プ
ニ
ン

グ
もありまし

助
け
合
い、

協
力
し
て

無
事
に
終
え
ら
れ
た
と
き
に
は
嬉
しかったです。また、

普
段
図
書
室
を
利
用
す
る
人
も、あまり

利
用
し
な
い
人

も、

図
書
室
の
為
に
頑
張
ってくれたのだと

思
うと、

胸
が
熱
くなりました。また、

二
学
期
か
ら
バーコー

ド
化
できたのは、

学
校
の
為
に
で
き
る
限
り
の
協
力
を

してくださった

保
護
者
の
方
々
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま

す。
私
た
ち
六
年
生
は
今
年
度
卒
業
するので、

バーコー

ド
化
の
恩
恵
を
う
け
る
の
は
主
に
五
年
生
以
下
です。し

かし、

私
た
ち
は
誰
ひとり「

自
分
達
に
は
メリット

が

少
ない」ということは

口
にせず、

率
先
し
て
仕
事
を

しました。

バーコード

化
に
向
けて、

沢
山
の
方
々
に

協
力
し
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
を
感
じ、

協
力
や
善

意
の
大
切
さ
を
学
びました。

私
は
今、

と
て
も
楽
し
く
学
校
生
活
を
送
っています。

私
は
毎
日
の
学
校
生
活
の
中
で、

友
達
や
先生方、保護

者
や
地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
今
の
私
の
暮
ら
し
が
あ

る
の
だ
と
い
う
こ
と
に
気
が
付
きました。

図
書
委
員
長

になって、みんなを

発
表
し
た
り
す
る

よ
う
な
目
に
見
え
る
仕
事
以
外
にも、

本
や
カード

を
並

べたり、

学
年
ご
と
に
お
す
す
め
の
本
を
考
え
た
り
す
る

ような、

目
に
見
え
な
い
地
味
な
仕
事
も
沢
山
あ
る
の
だ
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と
い
う
こ
と
に
も
気
が
付
きました。

案外、

世
の
中
は、

そ
う
い
う
地
味
な
仕
事
こ
そ
が
大
切
で、

地
味
な
仕
事
を

み
ん
な
が
分
担
す
る
こ
と
で
成
り
立
っているのかもし

れ
な
い
と
思
います。

私
が
祖
父
に
教
わったことの

中
に、「

恩
は
返
す
よ
り

も
送
る
方
が
大
切
だ」ということがあります。

誰
か

にいいことをしてもらったら、その

人
に
感
謝
を
伝

え
る
の
は
当
然
ですが、その

恩
を
他
の
人
に
送
ってい

くと、より

多
く
の
人
に
い
い
こ
と
が
伝
わる、という

考
え
方
です。

今
ま
で
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち、

私
は
私
の
で
き
る
や
り
方
で
学

校
を
支
え
て
い
き
た
い
と
思
います。
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任
さ
れ
た
仕
事

青
木
中
央
小
学
校

六
年

地
藤

龍
之
介

僕
に
は
、
皆
さ
ん
の
為
に、がんばった

行
動
の
結
果

として、

自
分
自
身
の
成
長
と、

喜
びにつながった

経

験
があります。それは、

僕
が
通
う
小
学
校
の
校
内
音

楽
会
を
校
内
の
皆
や
保
護
者
の
方
々
に
伝
え
る
ポスター

を
制
作
し
た
時
のことです。

僕
は
今
まで、

音
楽
会
以
外
の
行
事
の
ポスター

や
イ

ラ
ス
ト
に
も
挑
戦
してきましたが、

今
回
の
音
楽
会
は

六
年
生
と
し
て
迎
え
る
コ
ロ
ナ
禍
が
あ
け
て
か
ら
の
最
初

で
最
後
と
な
る
全
校
で
行
え
る
音
楽
会
だったので、

全

力
を
注
ぐぞ、と

意
気
込
んでいました。そして、

ク

ラ
ス
メ
イ
ト
と
の
競
作
を
経
て、

音
楽
会
の
ポスター

の

担
当
に
選
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そして、

無
事
学
校
の
音
楽
会
の
ポスター

に
選
ん
で
も
ら
え
た
こ

と、そして

皆
の
た
め
に
な
る
大
仕
事
が
で
き
る
こ
と
に

不
安
も
抱
きつつ、ほっとす

そして、その

事
の
喜
び
で
胸
がいっぱいにな

た
。

そして、いよいよ

本
番
で
使
わ
れ
る
ポスター

を
描

きはじめたとき、

イメージ

ど
お
り
に
満
足
の
い
く
作

品
を
作
り
上
げることができるのかなど、

不
安
も
あ

りました。さらに、

皆
のため、お

世
話
になった

人

のため、

校
内
音
楽
会
と
学
校
を
盛
り
上
げるため、そ

う
意
識
を
し
て
作
りました。

しかし、

作
品
を
描
い
て
い
る
一
方
で、

途
中
から、

こ
の
大
仕
事
を
や
り
遂
げ
ら
れ
る
か
が
不
安
に
な
り
ま
し

た。そんな

時
に
先
生
は、「みんなが

僕
の
こ
と
を
期
待

してくれている。」とはげましの

言
葉
を
言
ってくれ

た
時、一

つ
不
安
が
消
えました。そしてその

時、

こ

の
先
生
の
メッセージ

は
僕
へ
の
心
からのやさしさ、

つ
ま
り
人
の
た
め
を
思
った

言
葉
だったと

気
づ
く
こ
と

が
で
き
て
、より

ポスター

の
制
作
に
尽
力
す
る
こ
と
が

できました。
校
内
音
楽
会
の
当
日
になって、いざ

会
場
に
行
くと、

ホール

を
見
て
み
る
と
中
央
に
自
分
が
精
魂
込
め
て
描
き

上
げ
た
ポスター

が
目
に
入
りました。

今
ま
で
人
の
役

に
た
つ
こ
と
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
考
え
る
こ
と
も
な
か

ったけれど、

ポスター

を
見
て
く
だ
さ
る
校
内
の
下
級

生
や
保
護
者
の
姿
を
見
た
時、人

の
役
に
た
つ
仕
事
を
経

験
で
き
て
と
て
も
良
かったなと

心
の
底
か
ら
思
う
こ
と
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ができました。
人
の
為
になること、

役
に
立
つ
こ
と
は
ニュース

や

本
に
出
て
く
る
よ
う
な
難
しいことではなく、

認
め
ら

れ
よ
う
と
い
う
考
え
か
ら
するものではなく、

真
心
を

もって

日
々
し
て
い
る
当
た
り
前
の
行
動
が
特
に
大
切
な

も
の
で
あ
る
と
思
う
体
験
をすることができました。

大
き
な
役
だ
け
で
な
く
目
立
た
な
い
陰
の
部
分
の
役
で
あ

ってもお

互
い
が
喜
べ
る
よ
う
な
行
動
に
取
り
組
ん
で
い

きたいです。
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仲
間
の
存
在
が
大
き
な
力
に
な
る

根
岸
小
学
校

六
年

新
井

希
良
々

私
は
、
夢
を
か
な
え
る
た
め
に
何
が
大
切
か、

何
が
必

要

か

と

考

え

た

と

き

に

一

番

最

初

に

思

い

つ

い

た

の

が

「仲間

の
存在」

でした。

仲
間
は、

同
じ
こ
と
を
一
緒
に
す
る
こ
と
の
人
です。

な

ぜ

私
が

仲

間

存

在

が

夢
を

か

な

え

る

た

め
に

大

切

と
思
ったのかというと

一年前、私

が
五
年
生
の
時
の

持
久
走
大
会
で
仲
間
の
お
か
げ
で
大
き
く
変
わ
れ
た
出
来

事
があったからからです。

私
は
今
ま
で
の
一～四年

生
ま
で
の
持
久
走
大
会
で
は
十
一
位
でした。

ギ
リ
ギ
リ

十
位
にとどかないのがすごくくやしか

今

年
こ
そ
は
十
位
以
内
に
入
り
た
い
な
と
思
い、

持
久
走
大

会
に
少
し
近
づ
い
て
来
たころ、

弟
といっしょに

家
の

周
り
の
道
を
走
ることにしたのです。で

日
間

位
でやめてしまったの

時
は
流
れ
て
何
日
か
た

った

時、校庭

で
友
達
が
走
っているのを

見
ました。

それがきっかけ

校
庭
で
走
ろ
う
と
思
い
毎
日
の
よ
う

に
走
っていたら

少
し
ず
つ
一
緒
に
自
分
の
目
標
に
向
か

って

走
る
仲
間
が
増
えていきました。

最
初
の
こ
ろ
の

私
は
走
る
こ
と
も
好
き
で
は
な
く
体
力
もなかったので

も
う
や
め
よ
う
か
な
と
思
ったことがありました。で

すが、その

時
私
は
仲
間
に
支
えてもらって

今、走

れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
きました。

仲
間
の
存
在
こ

そ
が
私
自
身
の
目
標
に
向
か
え
る
と
感
じました。

一
緒

に
走
っている

時
も、「がんばろう」や「まだまだい

ける」という

声
をかけてくれました。その

言
葉
に

ど
れ
だ
け
支
えてもらったのか。

走
っていくうちに

ど
ん
ど
ん
体
力
もついていきました。もし

私
が
一
人

で
走
っていたら

く
じ
け
て
い
て
や
め
て
い
た
か
も
し
れ

ません。ですが

仲
間
が
い
て
く
れ
る
だ
け
で
自
分
の
気

持
ち
も
変
わ
り
本
当
に
感
謝
でいっぱいです。それか

ら
も
毎
日
走
りつづけました。

持久走大会当日、仲間

と
走
ったあの

思
い
を
胸
に

スタート

の
あ
い
ず
で
走
りだしました。

全
力
を
出
し

き
り
ゴール

しました。

結
果
は
女
子
で
十
二
位
でした。

目
標
は
達
成
できなかったけれどなぜ

しかったです。
私
は、

仲
間
がいなければここ

な
と
い
う
事
を
あ
ら
た
め
て
実
感
したのと、

仲
間
の
お

か
げ
で
自
分
の
目
標
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
の
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こ
と
は
忘
れることはないです。

私
は、「

目標」

だけれど「

夢」

を
か
な
え
る
と
き
に

も
同
じ
よ
う
に
仲
間
がいるかいないかで、

夢
が
か
な

え
ら
れ
る
か
ら
れ
な
い
か
の
第
一
歩
が
決
ま
る
と
思
い
ま

す。なので、そんな

仲
間
を
日
ご
ろ
か
ら
大
切
に
し
て

いき、

夢
を
か
な
え
る
た
め
の
第
一
歩
を
ふ
み
出
し
て
い

きたいです。
私
は、

夢
をかなえるために「

仲
間
の
存在」

が
大

切、必要

だ
と
思
います。

仲
間
の
存
在
は
自
分
にとっ

て
大
き
な
力
になります。

私
が
こ
の
先
夢
を
か
な
え
た

い
と
思
ったら

仲
間
と
一
緒
に
同
じ
夢
に
向
か
い
た
い
で

す。そして

私
自
身
も
だ
れ
か
に
そ
う
思
ってもらえる

よ
う
な
存
在
の
仲
間
に
な
り
夢
を
か
な
え
ら
れ
る
人
に
な

ります。
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人
の
た
め
に
行
動
し
た
こ
と

戸
塚
東
小
学
校

六
年

上
原

幸
晃

ぼ
く
が
四
年
生
のころ、おばあさんに、お

店
の
場

所
をたずねられたことがあります。 ぼくは、

言
葉
で
説
明
す
る
よ
り
も
一
緒
に
行
ったほ

う
が
分
か
り
や
す
い
と
思
ったので、お

店
ま
で
案
内
し

ました。その

結果、

お
ば
あ
さ
ん
は
無
事
に
お
店
に
着

くことができました。その

後、

お
礼
を
言
ってくれ

た
の
で
う
れ
し
く
思
いました。それと

同
時
に、

人
の

力
に
な
れ
た
の
で
良
かったなと

思
いました。

ぼくは、

普
段
か
ら
心
が
け
て
い
る
こ
と
が
三
つ
あ
り

ます。それは、「

周
り
を
よ
く
見
る
こと」「

相
手
の
気

持
ち
を
考
えること」「

思
い
や
り
の
あ
る
行
動
を
す
る
こ

と」です。

一
つ
目
の
周
り
を
よ
く
見
ることでは、

困

っている

人
や
悩
ん
で
い
る
人
を
見
つけて、

助
け
る
こ

とができます。

二
つ
目
の
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る
こ

と
では、

相
手
に
こ
れ
を
し
た
ら
ど
う
思
う
の
か
ど
う
感

じ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
えると、

相
手
を
気
づかっ

た
行
動
ができます

三
つ
目
の
思
い
や
り
の
あ
る
行
動

をするでは、

相
手
の
立
場
になって

相
手
に
寄
り
そ
っ

て
考
えることです。

実
際
に
自
分
が
雨
に
降
ら
れ
て
し

まい、

傘
が
な
く
て
困
っている

時、

おじいさんが「

傘

を
貸
してあげようか、

風
邪
をひいてしまったら

大

変
だから。」と

優
し
く
声
を
か
け
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り

ます。その

時、

ぼくは、うれしい

気
持
ちになり、

おじいさんのような、

優
し
く
て
思
い
や
り
の
あ
る
行

動
が
で
き
る
人
に
な
り
た
い
な
と
思
いました。

先日、

ジュニア

救
命
士
の
講
習
を
受
けました。こ

の
講
習
では、

人
が
意
識
を
失
なって

倒
れてしまっ

た

場
合
の
助
け
方
を
学
びました。

人
形
を
使
って、

心
臓

マッサージ

の
や
り
方
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を
練
習
し
ま

した。

ぼ
く
は
こ
の
講
習
を
受
け
て
学
ん
だ
こ
と
を
友
達

に
教
えて、みんなにも、

人
の
命
の
救
い
方
を
知
って

も
ら
い
た
い
な
と
思
いました。

ぼくは、

人
の
た
め
に
行
動
することによって

助
け

ら
れ
た
人、助

け
た
人、周

り
で
見
て
い
る
人
たちも、

う
れ
し
い
気
持
ち
や
温
か
い
気
持
ち
に
な
れ
る
と
思
い
ま

す。だから、ぼくは

困
っている

人
が

居
れ
ば
直
ぐ
に
助
けたり、

人
に
親
切
に
で
き
る
人
で
あ

りたいです。そ

行
動
を
見
て、

周
り
の

人
たちも「

人
の
た
め
に
行
動
する」とい

思
い
や
り
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の
輪
が
世
の
中
に
広
がっていければ

良
い
な
と
思
って

います。
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食
器
洗
い

辻
小
学
校

五
年

鈴
木

常
葉

私
が
人
の
た
め
に
行
動
したことは、

父
の
食
器
洗
い

を
手
伝
った

事
です。

私
の
家
は、

普
段
は
父
が
食
器
洗

い
を
担
当
しています。

食
事
前
に
食
器
を
洗
って、そ

れ
か
ら
食
事
を
作
っています。

二
〇
二
三
年
六
月
中
旬
の
あ
る
夜、六時半頃、

い
つ

も
よ
り
宿
題
が
早
く
終
わった

私
は、する

事
が
無
く
な

り
暇
になりました。お

手
伝
い
で
も
し
よ
う
か
と
一
階

の
キッチン

を
見
たら、

食
器
の
洗
い
物
が
溜
まってい

る
の
に
目
が
留
まりました。そこで

私
は、

二
階
で
デ

スクワーク

中
の
父
に
は
秘
密
で
エ
プ
ロ
ン
をつけ、

気

合
い
を
入
れ
て
洗
剤
を
泡
立
て
て
食
器
を
洗
い
始
め
ま
し

た。

私
が
お
手
伝
い
を
し
よ
う
と
思
った

理
由
は、

三
つ
あ

ります。一、

食
器
洗
い
の
手
間
が
省
け
る
事
で、

父
を
喜
ば
せ
た

かったからです

二、

私
が
食
器
洗
いをやって

事
で
父
をびっく

りさせたかったからです。

三、

褒
められたかったからです。

お
手
伝
い
を
し
た

ら「

偉
いね」や「ありがとう」と

言
わ
れ
た
か

ったからです。

私
が
食
器
洗
い
を
済
ま
せ
た
後、仕事

を
終
え
て
二
階

か
ら
降
り
て
き
た
父
が、

シ
ン
ク
に
食
器
がなくなって

い
る
と
気
付
き、

母
に、

「あれ、

洗
い
物
が
無
い。

マ
マ
がやってくれ

たの？」

「私

はやってないよ。」

母
が
言
うと、

父
は、

今
度
は
私
に
向
かって

「もしかして

常
葉
がやってくれたの？」

と
聞
きました。

私
がやったと

分
かり、

「やってくれてありがとう。おかげさ

楽
に
な

ったよ！」と
喜
ん
だ
様
子
でした。

褒
め
ら
れ
て
す
ご
く
嬉
しかったです。まるで

期
末

テ
ス
ト
で
全
部
満
点
を
取
って

褒
め
ら
れ
た
時
の
よ
う
に

嬉
しかったです。

父
を
喜
ば
せ
る
事
が
出
来
た
ぞ
！
と

い
う
ワ
ク
ワ
ク
に
も
似
た
達
成
感
がありました。

家
族

の
役
に
立
て
て
良
かった、と

思
っただけでなく、

れ
か
ら
も
や
り
た
い
と
思
いました。

最
高
の
サ
プ
ラ
イ

ズ
だ
と
思
います。
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又、

た
ま
に
家
族
に
内
緒
で
食
器
洗
いをして、

父
や

母
を
喜
ばせたいです。

達
成
感
を
味
わいたいし、

親

子
で
喜
び
た
い
と
思
います。

人
の
た
め
に
行
動
す
る
事
は、

人
のためだけでなく、

自
分
の
た
め
に
も
な
る
と
思
いました。

何
故
なら、

自

分
も、その

人
に
喜
ん
で
も
ら
え
嬉
し
く
な
るし、

褒
め

てもらえるから、やってよかったと

思
えます。

皆

が
笑
顔
に
な
る
方
法
の
一
つだと、

私
は
考
えています。

社
会
全
体
が
人
の
た
め
に
行
動
出
来
るようになって、

皆
が
笑
顔
に
な
れ
る
社
会
になったら

良
い
と
思
います。
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絆
は
い
ず
れ
自
分
を
動
か
す
原
動
力
と
な
り

青
木
中
学
校

二
年

金
子

真
識

僕
は、

今中学二年生。先輩

でもあり、

後
輩
で
も

ある。

バレーボール

部
だ。

先
輩
は
七
月
いっぱいで

引
退
し、ついに

僕
ら
の
代
となった。

僕
は
一
年
生
の

時
か
ら
レギュラー

で
練
習
試
合
や
大
会
な
ど
に
出
で
活

躍
していた。

先
生
や
チーム

のみんなからは「

来
年

の
エース

は
お
前
だ」と

言
われていた。

僕
は
チーム

の
中
で
も
身
長
が
低
い
方
で
部
内
の
二
年
生
の
中
で
は
一

番
小
さかった。しかし、

僕
は
ジャンプ

力
や、

空
中

戦
で
の
工
夫
をし、みんなからは「

小
さ
な
大
エース」

と
呼
ばれたりもした。こんなに

自
慢
げ
に
綴
ってい

る
僕
だが、

正直「辛

いなぁ」「

辞
めたいな」と

思
う

日
が
多
々
ある。

特
に
練
習
試
合
の
あ
る
休日、夏冬

春

休
み、

ゴールデンウィーク

等々。「一日

く
ら
い
サ
ボ

ってもいいかな。」「

辞
め
た
ほ
う
が
楽
し
い
学
校

生
活
が
送
れそう。」しょっち

思
った。じゃあな

ん
で
辞
めないの。この

作
文
を
読
ん
で
い
る
人
は
そ
う

思
うだろう。「

貴
重
な
休
み
が
な
く
な
る
な
ら
辞
めちゃ

えば」「たがが

部
活
でしょ」そうだ。

辞
め
た
い
理
由

はいくらでもあった。

千
手
観
音
様
で
も
数
え
ら
れ
な

い
レ
ベ
ル
で。しかし、

僕
は
辞
めない。

何
故
か。そ

こ
に
は
絆
があったから。

今
か
ら
二
年
程
前
の
事
。小

学
六
年
生
になってすぐのことだ。

僕
は
学
校
が
終
わ

ったら

学
童
に
通
っていた。そのため

母
親
が
迎
え
に

来
て
くれた。

帰
り
が
遅
く
な
る
た
め
家
に
着
い
た
ら
す

ぐ
風
呂
に
入
り
ご
飯
を
食
べ
な
が
ら
テ
レ
ビ
を
見
ていた。

そ
の
年
に
は
丁
度
オリンピック

があり、

ニュース

で

は
スポーツ

の
話
題
や
特
集
が
取
り
上
げられていた。

そ
こ
で
僕
は
た
ま
た
ま
バレーボール

の
話
題
をみた。

日
本
代
表
の
選
手
達
の
試
合
映
像
や
練
習
風
景
が
映
って

いた。みんな

大
き
く
て
、
力
強
く
て
、
カッコ

いい。

僕
もこうなりたい。

そ
う
思
った。

次
の
日
か
ら
僕
は

二
十
分
休
み、

昼
休
み
を
使
い
バレー

をした。

校
庭
は

み
ん
な
が
ドッヂボール

や
鬼
ごっこをしていて

空
い

て
い
る
スペース

はあまりなかったが、

場
所
を
見
つ

け
て
壁
相
手
で
一
人
でやっていた

。
バレー

は
ボール

を
掴
めない。

空
中
に
あ
る
ボール

に
触
れ
ら
れ
る
時
間

は
コ
ン
マ
数秒。

非
常
に
難
し
く
て
奥
が
深
い。そして

楽
しい。

十
日
く
ら
い
一
人
でやっていたら

友
達
が
数

人
寄
ってきた。「

混
ぜ
て
欲
しい」「

俺
も
入
れて」と
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言
ってきた。

人
相
手
と
や
る
の
は
初
めてだったから

うれしかった。しかし、

パ
ス
は
う
ま
く
続
かなかっ

た。それから

毎日、

そ
の
子
達
と
一
緒
に
バレー

を
し

た。

朝、休

み
時間、放課後、休日。空

きがあった

らずっとやっていた。

特
に、

僕
と
他二人。計三人。

校
内
ではずっと

一
緒
にいて、みんなからは「

バ
レ

ー三人組」

と
呼
ばれるまでだった。「

中
学
入
ったら

三
人
で
絶
対
全
国
行
くぞ」そう

決
めた。しかし、そ

の
夏
に
僕
は
引
っ
越
した。すごく

悲
しかった。

校
長

先
生
に
お
願
い
し
て
小
学
校
の
う
ち
は
な
ん
と
か
学
校
に

いさせてもらえた。そこから

あっという

間
だった。

夏
か
ら
秋、秋

か
ら
冬、冬

か
ら
春。

そ
し
て
卒
業。僕

達
三
人
は、

学
校
の
近
く
の
土
手
へ
行
き
感
謝
や
思
い
出

を
語
り
合
った。そして

、その

時
僕
は
約
束
した「

中

学
入
ったら

俺
が
お
前
ら
三
人
を
叩
き
潰
してやる」そ

し
て
友
達
の
二
人
は
言
った。「

受
け
て
立
つ」その

時
僕

は
も
う
こ
い
つ
ら
と
は
友
達
じゃなく

敵
同
士
に
な
る
ん

だ
な
と
思
った。それと

同
時
に
ど
ん
な
斧
で
も
切
れ
な

い
絆
を
手
に
入
れ
た
ん
だ
な
と
思
った。そして、この

約
束
は
僕
が
バレー

を
続
け
る
理
由
をつくってくれた

そしてなによ

大
事
な
事
に
気
付
かせてくれた。

それは「

絆
は
自
分
を
動
か
す
原
動
力
となり、

何
か
を

成
長
させる」ということ。

何
を
成
長
さ
せ
る
か
は
今

はわからない。

多
分
人
によって

違
う
と
思
う。

信
じ

て
き
た
友達、仲間、家族、敵、

そ
し
て
自分。

こ
れ

か
ら
も
信
じ
続
け
て
突
っ
走
ればきっと、

絶
対
、
今
よ

り
も
成
長
し
た
自
分
に
会
えるはず。

そ
れ
ま
で
僕
は
バ

レー

を
続
ける。
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「今、伝

え
た
い
こ
と
。
」

青
木
中
学
校

三
年

安
藤

拓
海

私
は
こ
の
夏
休
みに、

川
口
市
の
青
少
年
ボランティ

アスクール

に
参
加
しました。

ボランティア

に
は
ず

っと

興
味
がありましたが、

部
活
と
塾
で
時
間
が
作
れ

ずにいました。

今
年
は
中
学
三
年
生
で
部
活
も
引
退
し

たので、

参
加
し
て
み
よ
う
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

私
が
ボランティア

に
興
味
を
持
ったきっかけは、

東
日
本
大
震
災
です。

当
時
私
は
ま
だ
小
さかったので

覚
えていませんが、

テ
レ
ビ
で
東
日
本
大
震
災
の
特
集

をやっているのを

見
ました。

地
震
で
家
や
建
物
が
壊

れて、

津
波
で
家
や
車
や
色
々
な
も
の
が
流
さ
れ
て
い
ま

した。

本
当
に
起
き
た
と
は
思
え
な
い
く
ら
い
恐
ろ
し
い

映
像
でした。

被
害
にあった

人
は
大
変
だ
な
と
思
い
ま

した。

テ
レ
ビ
で
ボランティア

の
人
た
ち
が
被
害
に
あ

った

人
へ
必
要
な
も
の
を
届
けたり、

手
助
け
を
し
て
い

る
の
を
見
ました。

人
の
た
め
に
頑
張
れ
る
の
は
す
ご
い

と
思
いました。お

金
で
支
援
す
る
と
い
う
方
法
も
あ
り

ますが、

自
分
は
お
金
を
あ
ま
り
持
っ
ていないの

ボランティア

活
動
に
参
加
して、

困
っている

人
の
お

手
伝
い
が
で
き
た
ら
と
思
っていました。

今
回
参
加
したのは、

知
的
障
害
を
持
つ
人
の
スポー

ツ
体
験
の
お
手
伝
い
や
補
助
です。

ボランティア

を
す

る
の
は
初
めてなので、

行
く
ま
で
は
自
分
に
で
き
る
の

か
心
配
でした。でも

行
ってみたら、

大
学
生
と
高
校

生
の
ボランティア

の
人
もいて、

親
切
に
教
え
て
も
ら

いました。

大
学
生
の
ボランティア

の
人
は、

何
度
も

参
加
し
て
い
て
慣
れていました。

色
々
や
り
方
な
ど
知

っていたので

安
心
しました。

ま
ず
準
備
体
操
をして、それから

バスケットボー

ル
をやりました。

上
手
な
人
も
い
れ
ば
全
く
動
か
な
い

人
もいました。

言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
人
や
文
句
を
言

う
人、大

き
い
声
をずっと

出
し
て
い
る
人
もいます。

ド
リ
ブ
ル
を
し
な
い
で
ボール

を
持
って

走
っていく

人

な
ど
自
分
の
好
きなようにやっています。

始
め
は
ど

う
し
た
ら
い
い
か
困
ってしまいましたが、

楽
し
け
れ

ば
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
えてきました。

色
々
な
人

がいましたが、みん

無
邪
気
で
子
供
の
よ
う
な
純
粋

な
心
を
持
っていると

思
いました。

気
が
付
い
た
ら
一

緒
に
楽
しんでいました

ボランティア

も

あ
る
の
だ
と
知
りました。

自
分
で
も
役
に
立
つ
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こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
嬉
しかったです。

人
の
役
に
た

つ
こ
と
が
で
き
る
と
、
自
分
に
自
信
が
つ
く
よ
う
な
気
が

しました。
ボランティア

活
動
に
応
募
し
て
参
加
し
な
く
て
も
人

助
けはできます。

例
えば、

身
近
な
人
の
悩
み
を
聞
い

てあげる。

落
ち
込
ん
で
い
る
人、元気

の
な
い
人
に
声

をかけてあげる。よくよく

考
えると、

私
は
小
学
校

の
こ
ろ
か
ら
学
校
を
長
く
休
ん
で
い
る
子
に
声
を
か
け
て

いました。

家
ま
で
行
って「

明
日
学
校
に
行
こうよ」

と
誘
ったり、「うちに

遊
び
に
来
ない？」と

元
気
に
な

る
よ
う
に
声
をかけていました。そう

簡
単
に
学
校
へ

は
来
てくれませんでしたが、

家
で
孤
独
になってい

る
の
で
は
と
心
配
になってしまうのです。

家
に
行
っ

て
元
気
そ
う
な
顔
を
見
る
と
安
心
します。

も
し
か
し
た

ら
迷
惑
かもしれません。でも、

自
分
の
行
動
で
喜
ん

で
く
れ
て
い
る
と
し
た
ら
、
そ
う
考
え
る
と
一
歩
踏
み
出

す
勇
気
になるのです。

こ
れ
か
ら
先、身近

な
人
や
出
会
った

人
が
困
ってい

た
ら
手
助
けしていきたいです

知
っている

人
だ
け

ではなく、

知
ら
な
い
人
で
も
で
き
る
こ
と
を
し
て
い
き

た
い
と
思
います。もし

何
か
困
っている

人
を
見
か
け

て、

手
伝
ってあげよ

迷
っているな

勇

気
を
出
し
て
ほ
し
い
と
思
います。みんなが

思
い
や
り

を
持
って

助
け
合
ったらいい

世
の
中
に
な
る
と
思
い
ま

す。
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「仲間

と
の
絆」

十
二
月
田
中
学
校

二
年

石
原

雪
羽

中
学
校
に
進
学
し、

私
は、「

仲間」

に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
が
増
えた。

小
学
校
の
時
か
ら
剣
道
ク
ラ
ブ
に
所

属
しており、

私
以
外
同
じ
学
年
に
女
子
が
い
な
い
中、

何
と
か
六
年
間
や
り
遂
げた。

中
学
校
に
進学後、剣道

部
に
所
属
したが、

小
学
生
の
時
と
同
様
一
人
になって

しまった。ただ、

小
学
生
の
時
と
は
違
うことがあっ

た。それは

先
輩
と
の
繋
がりだ。

中
学
校
は
小
学
校
の

時
よ
り
も
先
輩
と
の
コミュニケーション

の
場
が
多
く

あった。そこで

初
め
て
私
は
一
人
じゃないと

感
じ
る

こ
と
が
出
来
た。

部
活
後
に
は
必
ず
ミーティング

を
行

い
家
で
は
そ
の
日
の
反
省
点
を
日
記
に
書
き、

ア
ド
バ
イ

ス
をもらう。とにかく

チーム

全
員
で「

勝利」

に
こ

だ
わ
り
そ
の
た
め
に
切
磋
琢
磨
し
合
える「

仲間」

に
出

会
う
こ
と
が
出
来
た。そこから、

私
は
部
活
に
行
く
の

が
楽
しくなった。

「仲間」

の
大
切
さ
に
気
付
い
た
大
き
な
出
来
事
が
あ

る。それは

六
月
の
学
校
総
合
体
育
大
会
だ。

私
は
ス

タ
メ
ン
に
選
ばれ、

試
合
に
出
る
こ
と
が
出
来
た。

最
初

の
二
試
合
は
な
ん
と
か
勝
つ
こ
と
が
出
来
たものの、

二

本
勝
ち
が
出
来
なかったり

短
時
間
で
決
着
を
つ
け
る
こ

と
が
出
来
なかったりと

チーム

の
足
を
引
っ
張
る
場
面

があった。

決
勝
の
一回戦目、私

は
勝
て
る
と
思
って

い
た
相
手
に
負
けてしまい、

大
将
が
勝
た
な
い
と
敗
退

す
る
展
開
になった

。
自
分
の
せ
い
で
負
け
て
し
ま
う
と

思
い、まだ

勝
敗
は
つ
い
て
い
な
い
に
も
関
わらず、

チ

ーム

へ
の
申
し
訳
な
さ
と
思
う
よ
う
な
動
き
が
出
来
な
か

った

悔
し
さ
で
複
雑
な
思
いだった。しかし、

大
将
は

見
事
に
二
本
勝
ちし、その

後
の
試
合
に
繋
げられ、

優

勝
す
る
こ
と
が
で
き
た
。この

時、自分

は
一
人
で
戦
っ

ているわけじゃないことや、

同
じ
目
標
に
向
かって

共
に
練
習
し、

優
勝
を
掴
ん
だ
達
成
感
で
涙
が
止
ま
ら
な

かった。

誰
のおかげ、

誰
のせいではなく、

皆
で
一

緒
に
喜
び
を
分
か
ち
合
え
た
か
ら
こ
そ
私
にとっては

一

生
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
となった。

今
年
の
四月、一年生

の
女
子
部
員
が
六
人
も
入
って

きてくれた。

今
は
先
輩
達
が
一
緒
に
後
輩
を
育
て
て
く

れているが、

来
年
度
は
私
一
人
で
後
輩
を
引
っ
張
って

行
かなければなら

先
輩
と
同
じ
よ
う
に
後
輩
を

指
導
できるか、

引
っ
張
っていける

不
安
に
思
う
こ
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ともあるが、

先
輩
と
同
じ
で
は
な
く
私
は
私
な
り
に
後

輩
と
一
緒
に、

「
勝利」

を
目
指
していきたい。それを

続
けていれば、きっと

後
輩
達
も
私
に
つ
い
て
き
て
く

れ
る
と
思
う。こんな

先
輩
に
な
り
た
い
と
思
ってもら

え
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
チーム

一
丸
となって

頑
張
っ

ていきたい。もし

私
が
一
年
生
の
時
に
感
じ
た
不
安
を

抱
え
て
い
る
後
輩
が
い
た
ら
気
持
ち
が
分
か
る
先
輩
と
し

て
力
に
な
り
た
い
と
思
う。なにかあれば

気
軽
に
相
談

できて、

頼
ってもらえるような

先
輩
で
あ
り
た
い
と

思
う。

少
しずつでも、

後
輩
達
と
の
絆
を
強
く
で
き
る

よ
う
に
コミュニケーション

を
欠
かさず、

仲
間
一
人

一
人
と
真
摯
に
向
き
合
っていきたい。

様
々
な
コミュ

ニ
ティ

に
仲
間
と
の
絆
は
存
在
す
る
と

思
う。

人
間
は
一
人
で
生
き
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
必

ず
誰
か
に
支
えられ、

誰
か
を
支
えている。

国
籍
や
性

別、年齢

な
ど
に
関
わ
ら
ず
同
じ
考
え
や
同
じ
目
標
を
持

っている

仲
間
に
出
会
え
る
こ
と
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い

こ
と
だ
と
思
う。

- 61 -



努
力
は
報
わ
れ
な
い

川
口
市
立
高
等
学
校
附
属
中
学
校

一
年

杉
本

萌
々
音

「努力

は
必
ず
報
われる。」

果
た
し
て
本
当
に
そ
う

なのだろうか。では、

良
い
結
果
が
だ
せ
な
い
人
は、

み
な
努
力
していないのだろうか。

私
は
そ
う
は
思
わ

ない。「努力

が
報
わ
れ
な
い
の
で
は
な
く
、
努
力
が
足
り
な
い

だけだ。

」

と
言
う
人
もいるだろう。だが、

私
は
実
際
に、

受
験

を
決
め
て
か
ら
当
日
ま
で
数
ヵ
月
し
か
な
い
中、体

を
こ

わ
す
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
勉
強
したが、

第
一
志
望
に
合
格
で

きなかったという

経
験
がある。

このように、

状
況
によってはいくら

努
力
し
て
も
結

果
にでないこともあるのだ み

な
さ
ん
の
中
にも、

報
わ
れ
な
い
な
ら
無
駄
だ
と
思

い、

努
力
が
苦
手
な
人
もいるのではない

私
も
実際、志望校

に
落
ち
た
と
き
は
そ
う
思
った。

自

分
が
ど
れ
だ
け
努
力
を
重
ねても、

才
能
が
あ
る
人
に
は

す
ぐ
追
い
越
されてしまうし、

自
分
が
今
までやって

き
た
こ
と
は
す
べ
て
無
駄
だったのかと

考
え
て
落
ち
込

んでいた。とてもつらい

時
期
だった。

し
か
し
そ
の
後、今通

っている

中
学
で
生
活
す
る
中

で、

今
までやってきたことが

役
に
立
ったことがた

くさんあった。

第
一
志
望
校
の
た
め
に
一
生
懸
命
勉
強

し
た
理
科
と
社会。私

が
勉
強
し
た
中
には、

中
学
の
範

囲
も
い
く
つ
か
含
まれていたため、

テ
ス
ト
勉
強
の
際、

難
し
い
数
学
や
英
語
に
力
を
入
れることができた。ま

た、

受
験
勉
強
を
頑
張
った

経
験
から、

勉
強
そ
の
も
の

を
楽
し
い
と
思
えるようになってきて、

一
日
中
勉
強

し
て
い
て
も
つらくなくなっていた。

そして、

最
近

は、

あ
の
と
き
頑
張
ってよかったと

思
え
る
よ
う
に
な

った。
このように、もともとの

目
標
の「

第一志望合格」

は
達
成
できなかったが、そのために

努

力
は
決
し
て
無
駄
にはならなかった。

目
標
を
追
う
中

で
つ
い
た
知
識
や
技
術
は
そ
の
後
と
て
も
役
に
立
ったし、

落
ち
た
と
き
の
悔
し
さ
も
本
気
で
頑
張
ら
な
け
れ
ば
味
わ

えなかったものだ

こ
れ
は
勉
強
に
限
らず、どんな

も
の
に
も
言
えることで、

努
力
は
必
ず
報
わ
れ
る
と
は

限
らないが、

無
駄
に
な
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
と
思
っ
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ている。
私
は
今、部活

で
新
し
く
始
め
た
種
目
でちょっとし

た
壁
にぶつかっている。

何
回
練
習
しても、

家
で
動

画
を
見
て
練
習
しても、

な
か
な
か
で
き
る
よ
う
に
な
ら

ないのだ。

前
ま
で
の
自
分
だったら、「

頑
張
っても

無

駄
だ。」と

思
い
諦
めていただろう。しかし、

今
は、

「努力

は
決
し
て
無
駄
にならない。」と

思
い、できる

よ
う
に
な
る
ま
で
は
時
間
が
掛
かるかもしれないが、

家
で
の
練
習
も
頑
張
っている。

皆
さ
ん
の
中
にも、「

失
敗
す
る
の
が
怖
い。」や「

結

果
が
出
なかったらどうしよう。」と

思
ってしまい

勇

気
が
出
ず、

努
力
を
始
め
ら
れ
な
い
と
い
う
人
も
い
る
だ

ろう。しかし

、
目
標
に
向
かって

努
力
す
る
こ
と
で
得

られることはたくさんあるし、その

努
力
は
必
ず
ど

こ
か
で
役
に
立
つ。だからぜひ、

皆
さ
ん
に
も
勇
気
を

出
し
て
目
標
に
向
かって

頑
張
ってみてほしいと

思
う。
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